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ESRB, 7») RB ORME CNNSI Ee 2 2°, 其 結 
果 は 該 路 物 の 常温 より 約 1000°C FEO MAK K AWE GD RUT A L lal 


了 時に, & 500°C, 700°C, 28 800°792E 900C に 於 て , Wn AME ae HER EIS ROBE 
化 を 見 出せ 0 。 ZAORME I LOB (kX 線 分 析 に よめ 制定 し 得る 者 
あれ ども , BF SCM ABMOMRK 0 72» ) RAO MD MEL, JEM 
WY RMEBIR AAR 2c 5 3, 少く と も 三 つ の 特別 な る 温度 に て 異な れる Alb 
fileA: U, EMROMAMPNIRIC ROW BTA LORS MIO. He 
に アァ ル カリ 長石 は 高温 に 於 て 結晶 せ る 叶 2 OLIN CEA BS CA 


1) Kézu and Saiki, Sci. Rept., Tohoku Imp. Univ., Ser. III, Vol. II, No. 3, 
pp. 208~238) 1925. Be 
WHE, 高根 , 23a OR RASS, 3S 1 AS, 3H LL0~114 A 昭和 4. 

2) Kozu and Suzuki, Sci. Rept., Tohoku Imp. Univ., Ser. III, Vol. II, No. 3) 

3) Kazu and Endo, Sci. Rept., Tohoku Imp. Univ., Ser. II, Vol. I, No. 1 
pp. L~17, 1921. 
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ヽ ゝ 者 と の 間 に は , BHO CRS ORE PESBY OAL BILSON 
DLS o 

RR DAL BHR BIC HS Tk, SERRE ORB PIRS, 7 eo VRAIS Als 
Mew O LSBADOHUS WEL AMEO, MF t RRO MAIER 
5 1110C より 1550°C 附近 に 於 ける AERIS, ボー ェ ン 氏 の 研究 に て 
明か に する か を 得 た る も , THEO 以下 の 温度 に 於 ける 本 確 の 固 類 贈 の 温度 
に 謀 す る 影 張 は , 時 温 曲 線 の 外 に 未だ BES BH Oe 聞か ず 。 AERO 
結果 は 其 譜 明 の 一 と 見 得る も の に し て , 高温 に 於 け る 和 府 長 石 と 低温 に 於 け 
ORE t ORR 2b LiF る 重要 な る 人 資料 な り と 信ずる 者 な り 。 

HH & AO ho Ww AR - 
A BUH Ze WEY ORE OFEFAIS KO HN Lo 


- ¥aPW, Alp Rischuna 産 , 草 洋 長石 CAlbite) 

- GHB Arendal 産 , 灰 章 長石 (Oligoclase) 

・ FARE, MBA. WAL, 下 古 面 , 創 徳 産 , 中 性 長石 Se 
- Labrador 産 , BIR CLabradorite) 

5. {lZe, SHER, IRA CAnorthite) 

6. FR, 三宅 島 産 , 灰 長 石 (Anorthite) 


AMOEBA IST 狼 長 石 の 熱 膨 劇 を 測定 せる 方 法 は , RRO SI テル 
ヵ リ 長石 に 用 る た る と 同様 の 示 差 方 法 な り 。 然 れ ど も 衝 長 石 は 多く の 場合 
PGE Ze BF BALI, 結 品 軸 と 正確 な る 開 係 を 保ち て MANA Ut > 
る は 難く , 従 て これ より 計算 に て 得 た る AMOWNE 4 TEMECHS (AAR 
BEBO MAPS LICR ORES BL (katie FEN BA BIA 
読 き て 以下 順次 記述 すべ し 。 
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BEREOMBR 本 結 曲 は 瑞 西 Alp Rischuna FOIE UT, 其 結 晶 息 上 


1) N. L. Bowen, Am. J. Sci. Vol. 35) pp. 577~599, 1912 
2) K6zu and Saiki, Sci. Rept ae Tohoku Imp, Uniy., Ser. III, Vol. I 
No. 3) pp. 203~238, 1925. 
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の 研究 は 数 Lewis 教授 に より て 行 は れ , KB LOMA ROA ED 
に より で て 測定 せら れ , 基 化 誤 成 分 は Cronshaw KIRVS BELO) SIZ OCA 
る を 得る な り 。 

AN fan (SEG AAAI UT, SERB RES (C010) 面 に 扇 生 な め , 且つ 一 つの 結 
dates LS OES b— rv avy pKERO—-WBLOMAPHBET, 
ACIS GAR PICS BAe AAU S SREB UCRIES OB. 7 oy 
イィ ト 式 篤 連 農 品 は 幸 に し て 結 呈 の 外側 に 僅か に TAR, Wee 
AMIGA LIC RIES MED OF. 本 結 卓 の 線 膨 肛 は 次 の 丘 に 直角 な る 三方 向 
a0 CHE O 。 

(1) ted @ (PATS SO) 
(2) (010) 面 に 垂直 な る 方 向 
(3) 1R2OL[AMS ECPM ERE OF 

MM し て 試料 の 大 さ は 約 (1) : (2): (3) =9 mm: 5 mm : 7 mm を 越え ず 。 

此 の 如く し て 得 た る 線 周 服 を 相 和 し て 容積 の 周 貴 と な せり 。 此 等 の 結果 ー 
は 第 一 表 に 見 る が 如く , SMOR AA SHG IHS CHE IT 4 6, JERE 
WICH TAZ SB (SME OA AIBC Lib 4 His Oo LB ATES Le 

AT wes4 pOLMPAIS 

4=1-5289, B=1-5330, 7 =1-5392 
UT, HFFA Ab, An, 9 

FVIZV—ROMME AAI IN せる オリ ゴク レー ス ぇ は, MM 
Arendal 産 の 者 に し て , RHO —OlLT V4 IHRE LE 
達し , 底面 に 於 て 其 條 線 明瞭 な り 。 第 二 は 前 者 と 豊 な 9 TREE O HK 


1) W. J. Lewis, Min. Mag., Vol. XVII, No. 8L, pp. 178~188, 1915. 
2) S. Kézu, Min. Mag., Vol. XVII, No. 81, pp. 189~192. 1915- 

3) W. J. Lewis, %. ct. 

4) HEA BUR, WWE HERE 3h 27 巻 , 第 325 GK, 403~408, 大 正 9. 
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72 IK. &, 話 面 を 見 る に 肉 服 的 に は 勿論 題 微 鏡 下 に て & Mh Ze BOTS SIRT o 
AO ES SS be HD IC AZ OBI 7s SLB URAL RR IE eR) KIA 
BRI St UC ISRAO Mine K SIA EOPRLE So HIMPTRISH 
fe EAR St UT 
a=1:5405, B=1-5447, 1 =1-5482, 
な め り , これ より 分 子 式 を 求む れ ば Ab, An,, に 相 等 す 。 
此 種 に 就き て 上 直角 六 面 骸 を 作り , それ に つき て 線 膨 須 を 測定 し , 其 結果 ょ 
9 容積 の 膨 肛 を 算 出す れ ば 第 二 表 (Sp. No. 147) に 見 る が 如 し 。 
他 の 一 種 好 ち ア ァ アルバイト 式 双 上 曲 の 密生 せる 者 は 其 屈 折鶴 
a=1.5411, B=1.5454, 7=1:5494 
LUCHA OID SO RATS , GEC HEB & Ab 分 子 を 減ずる 理 
160 o RAW (SMASH & ONG SAND 6 SB SREBORER 
k OM DI Yo PRB \— IN AAR KE O dS RIS 第 二 表 (Sp. No. 482) に 見 る 
な が 如く 前 者 より 大 な り 。 こ れ 後 に 記す る ラプ ラド ライ ト の 場合 と 同じ く 双 
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Ha ORB BE Te BEE Oo WAS AREER O In PABBIE (2 HORE < 2 48.0) It 
fal PS FLAS, 

PITS LOMBA AARRILGUNYS 7 oF > > (SBE, BEGEALSH, BA)II 
Gb, BASEN UC, [AW BBES 2 PAB LR hc Bed ¢ UCD AK te 

9。 RAROM D(H Cis HURT BL: k OMY CHK SRCOS Tie 
MWLRAT Sb, HRA TB LWA OK LE OWE GER UT, 叉 本 
DED 72 Z BAL PRE L, 余 等 の 研 完 に 供 せ られ た め 。 

ASTRTASEE SS IPM O Kuh 2 76 L, HEE 6 cm を 越 め る 者 あり 。 肉眼 的 に 
包 豪 物 の 少 き 透明 の 結 曲 得る に 難 か ら ざれ ども , アルバ イト KO AEM 
HOE FS eA, ACM LIC ee EH ABIL S HS AITO 
DRAINS Ze SLD =, ARM IZI—A & ED DA IO WEB, 結晶 を 異 に _ 

する 時 は 者 し き 差 異 を 生ずる 事 少 か ら ず 。 こ れ 主 と し て 双 唱 の 影響 に 因 る 
者 な り 。 然 れ ど も 直角 六 面 蟹 の 三 肖 に 征 行 な る 方 向 に 測定 せる 線 膨 須 の 相 
和 は , KA S iii OS CHA EM LSB. Lhe 上 記 =A HORM 
We(SaB DCH) BERS SL BLS WBMES, Rar & MMOIEME 
は 互 に 相殺 し, AROBME SMB IE HET OH ER AEN L(BERO)6 
本 産地 の ァ ve FS YOKE SISA Ba ot ms A fa] — Ze D (SITAR OMS 
AE LSU THM SS Lo FMC ATS ABE AD BO EASELS CFE 
る 者 あめ 。 BMS SIO, =56-71, Al,O,=27-15, Fe,0,=0-15, MgO=0-08, 
CaO =9-18, Na,O=5-58, K,O=1-20, Loss on Ig.=0+13 and total=100-18 
に し て , これ より 分 子 式 を 算出 すれ ば Or, 。 Ady An, 。 BO o HMR 
色 光 線 に 謀 し て 
a=1.551, B=1.554, 7=1-559 
72 Hh $00 
他 の 一 種 は 前 者 よめ 生々 Ab 分 子 に 富める 者 に し て 其 屈 折 卒 は 


119419), a A Ti Hh OK 


a=1-549, B=1-552, 1=1-556 

な れ ば , 其 分子式 は 路 ぼ Ady Argg t= AA TN 6 , 熱 膨 服 も IP HAT E FRE SD %e 
以 て 其 測定 の 結果 は 前 者 と 別表 を 以 て 示せ め CHEK Pe 

ラブ ラド ライ ト の 和 熟 駿 服 本 宣 験 は Tabrador B79 F914 bP RETRA 
720 6 JAAIOM ¢ AMG ISBOIR 2 BL RIOR DFS Ob%RL, EL 
つ 密 接 せ る テル バイ ト ROR A <S BEL ST, BUN OH 
良好 な ら ず 。 此 種 の 結 品 の 管 測 の 値 は , 同 種 衝 長石 の 純 損 埋 曲 の 値 に 比 し て 
HK 26 B fie Hs. A (SE LBA GS > PROUT, 測定 の 結果 (第 四 表 ) 
7EMWORHED & Has dk UL < Ae RS OLS SS We aL 
— [VX O58 = BUS (SASH © ANNES HME Ze HE BBD IVELA LT c 
AED (CEB FICE AbygAngy UL CHUB DTAR EK 

4=1-5544, B=1-5572, 7=1-5691 

75.9 6 | 

RRA MBH 2 > ORGS EMO AIMS CAR 2IT~ 0. 一 つ 
は 三宅 島 産 に し て 明治 7 年 噴出 せる 者 な り 。 PIMENTEL = RED Ze 
AM YIN OMA TS bE DEO 6 

SEE ERRALT v4 b NORHAM BIS WAND EK 
Dib ST BEB 7 tr Eb, RAOWMASAMRAYC HAS B 2274, Apa 
料 製 作 の 時 これ を 除去 する を 得る 場合 あり 。 然 れ ど も アァ ル バ イ ィ イト 式 双 卓 の 
WEBIS SE 6 MES BRET MRD EL UCILDROMERDE L IL KAO AK 


1) Y, Kikuchi, Jour. Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo, Vol. 2, part 1, 1888. S. 
Kozu, Sci. Rept.; Tohoku Imp. Uniy., Ser. IJ, Vol. IL, pp: 7~23, 1914. 
TLE, WER, 第 7 AB, 440~448 頁 , 昭和 2. 

S. Tsuboi, Min. Mag. Vol. 20, pp. 108—121, 1923. 


2) S. Kézu, Sci. Rept., Tohoku Imp.’ Univ. Ser. Il, Vol. II, pp.7~23: 1914. ~ 


RA AAD, $8 348, HOH, 44, HB 1~2 aR, 昭和 5. 
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en tn ae: 


HAAS o 


{CBS FIL Ad, An。。 に UC mPa ls 


&@=1-5747-,  B=1-5827 


r= 1:5880 


SRARRA LES EBEOROR ¢ tidAO MABE LCE ST BK 


岩 の 堅 岩 中 に 斑 品 なし, Hittin 22 7 S IS 


は Bhat k O PAM Oe. HM 


れ ど も 甚大 さ は 時 に 長き 3 cm の 大 上 唱 に 達する 者 ある を 以 て MAYA 


METS GO. HGR EC RE < BERE LC ZR AMET Torry, PH 


a 10 


2 ARENDAL sere 


IN % 
[eae ies) 
と oD 


50 1.0 
= 08 {18 
Spat KOREA ao bb GAN の 
~< 

spell 10 
0:8 18 
= Ab, -AN 

S04 56 ees 14 
a 

ort 10 
08 


(am) 
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1.6 
MITAKI 
Abs Angs 12 


MIYAKEJIMA 
Abs ANgs 


200 400 600 | 
TEMPERATURE. IN ‘C, 


800 1000 


ORIEN < BL, ベリ ク 
Y > ン 式 双 卓 必ず 共生 す 。 三宅 島 
産 の 如き ヵ ター ルス バツ ッ ト 式 双 庫 
を 時 する 者 も 赤 少 か ら ず 。 然 れ 
ES V—-MANSID b MAME 
試料 を 製作 する 場合 に 除去 する 
を 得る を 以 て , 測定 上 に 誤差 を 
誘導 する 者 は アル バイ ト 及 び ペ 
2) -PRPEOWMMREO, Le 
豪 物 も 多き に は あら ざる も 常に 
FES o HAL Boy (SAAB 
DTS OMS 22S Lo 即ち 
HS FARIS MBE Ad, An, に し 
て , FEI PTARISRO AM ¢ (6 BaP 
HOGER & —EF 5 

a=1:5738> 

7 =1-5873- 


B=1.5819; 


tsb by 


Fe 7G hn FA BY AE © 3H MH 
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AAR BAC SARA 6 HOMAICMS TISbICHESDML. これ 
ORO MBA ROME RHEE a ¢ ORR — AIA 6 LD SRD 

に 第 一 表 乃 至 第 五 表 よ め 第 一 園 及 第 二岡 を 書け 0。 

 — TLS CBA DER A 6S 族長 石 の 加熱 曲線 の 走向 な 9, 該 曲 線 


a 
oO. 


VOLUME EXPANSION IN 


b MA 


B 


影響 を 受 


Q= AbggAn, 

b= Aba7 43: 
C= Abg Ana 
d= AbsgANag 


は Aa) lea, 


_~ARWREICR ARON 


< BABITIE L § BME S 200° 
C&O 300°C OMI Th 
He it 2 Hee UL J at 2 yh 
じ 更 に 其 量 を 潤 炊 増加 す 。 
IL DBRMLISAR LU CAMROD 

BOWE 7 0 PB SMD 
原因 に 因 る 者 な る や 未だ 明 
DGS LHES, Bo 6 A 
Be ELS 2 FED LO Hie 
造 を 有する BOHRA; 
三宅 島 放 長石 は アル バイ ト 
式 に 加 ふ る に 


D> A SE 


ZU, 三 瀧 放 長 石 は アル バイ ト 式 に 加 ふ る に ベリ クリ レン 


KM OPER HABA SL HB-B CMRORRA 8 JEM 


BUR JE Ot & Dlr 


HEC 100°C FED 


SMEAR LI LIES Ab 分 子 を 増す に 


従 ひ 更に 塔 加 す 。 此 開 係 は 第 二 園 に より て 一 層 明 か に 説 む る を 得る な 0 り 。 


猫 第 二 彫 に 於 て 明か な る 如く 符 長 右 の 加熱 膨 服 は オリ ゴゴ 


クタ レース を 界 と し 


で 半 し く 異 な れ 09。 即ち Ab AeA TISAI © 
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mERAEO lt B 
MBER AAO MAME. ARES RIC 記載 せる 所 な る が , Das 
の 影響 な き KEBREBEO Neo tL Bros ARAOMBIRZ, + 
nwa et 4 BER GIR AW BUMS & HORRY ALT DC NR Bo 
第 六 表 第 六 表 に 見 る が 如く 長石 
NE BD End members ¥% > 


) | Wea Hf ti eB h| RE KE, WHEE RIREE 
20°C 0.00%} 0.00%! 0.0096) 0.00% 0 a 2 
500°C | 0.99 1.15 1.13 0.63 oot ae i 
GE の の 3.3 2 .5 
1000°C |. 2.21 | 9 a 1.50 これ に RS, BEES BK 


750 6 Or FF 76%'2 Ab Sb FHI 2427 MH ORES, 月 長石 に 見 る が 如く 著 

L ¢ SEIS AS Ze He So 
RABD MICH Ciidh > BG, JE AGAR EO 常温 迄 冷却 する 時 
は , PEA CHE CS ER Aik 4 SS ILA Re, Foe DV RAI TES 
WE BR Bie 6 ATS SBME RT. 

前 回 行 へ る アァ アル ヵ リリ 長石 の 管 験 の 結果 及 今回 の 生肉 の 結果 を 通じ て 明か 
な る 如く , RAORGne RS OMESICMVIRA Ce A BA OWLS IC IES ) 
(SHC HAS, アル ヵ リ 長石 に MTA Microcline 及 Perthite に 見 る が 
如く , 穴 長石 に 於 て は ァ レン ダー ル 産 オリ り ゴ イク レー ス の 一 種 及 Labrador 産 
Labradorite LSD, KIRA BOM SOURCE GS. B 
合 に は 結晶 全般 の 占 む る 容積 は BML SSN Gd, 叉 双 上 晶 生成 後 温度 降 
下す と せ ば , Mahe 9 tidh (Se) ARAO Hi k O 其 容 積 の 毅 化 大 な ら ざ 
る べから ず 。 こ れ 等 の 現象 が ペー サイ ィ イト 構造 等 に 如何 な る 影響 奥 ふ る か 
(SHARE @ BET DFE O © 


20 SSG eran 


RE EX 11915) 


駒ケ岳 火山 新 噴出 の 董 青 石 に 就き て (2) 

Get FT 木 Km - 

oA th 3805 EB © if & | 

Bee 本 拠出 物 中 に は 副 成分 と し て 少量 に 存 し , BREE 

c 軸 を 唇 理 に 一 致 せ し め て 介在 す 。 HEE AMI IGE UT this bE a 

を な し 磁 鐵 左 と 相 件 . ふ こと 農 通 な り 。 特 に 尋 味 ある は 第 八 剛 に 示す が 如く 

AS SSL BR ARO gc ES Jl PRI AK Ze 75 LC RAEI tin © PE FLD lk TE 

Qo AMKISGE A BHI Kk OT AD TUBE EC Ae 第 八 園 

せら れ た る が 如き も, 曹 青 石 中 に 包 豪 せら る ゝ こと 

bo MBB KOLRCE USNS, ZEMR 
DUM S ARBE 7 ist 

ee 

Do SEP < 


EE EL BRAR © 1H 


sith, 7+ ++ eK, A & OT 
06 屈折 卒 は 第 二 表 に 示す が 如く に し て , PHO oe 
Bhine id & OIG LCD II < IE FeO・SiO2 T FILM Uo 
第 = 表 


aici | ak 井川 Ye Hi 


ae a it 713 1.701 
i 府 1% 1.726 | Ue aley | 
. | He He BB RR EnssHy 4: | Engs Hys; 


meek TE AIR ICBO SEB MSMR KUT ED Db 
BEF IHS Tk PRE O DEI RRDR & OG ARB ARABS (SB 
EB HM Ls PRICE MRE 2 B80 O o WRB UN ae IS (SE A Hee 


120016) BHR RK SS 


Bil 2 A ob DHE Dy B AOU CHPIC IN Ck OO THREE Lb, RRR 


Ak Os B HED 120 0 

ms AIR GMB Ick Hee UT SHORE 0, 気泡 に 富む 時 
(SPBBeRT. BASES CME 8 ARC LC Re IES Oo HEE 
3H OARS UC WR SEN OIE Bie 58 > S, AIRE Lo JETS 
は ny =1-484~1-487 | U CHOMI k OTA ORBAN E 3 常に 洋 石 
2 7ST YH Cn, = 1-495) CUT HET Lo 

含 曹 青 石 投 出 物 の 成因 考察 

合 童 青 石 拠出 物 の 成因 に 開 す る 見 解 は 大 々 と し て 木 だ 外 一 する 所 を 見 ず 
これ 一 面 に は その 成因 の 必 し も 昌一 な ら ざ る を 物語 る も の な る べし 。 AME 
來 の 諸 褒 を 見 る に 大 別して 次 の 二 者 と な す を 得 べ し 。 

(1) HARB EELS AEE DS ME CS GREE ME HIS 

0, BEL BRB GUC RA BRA CBEST SN Lo 
CID 内 生 褒 。 岩 虎 内 の 特種 條 件 下 に 於 て BARS EIN ORE Harker 
OTH Cognate xenolith と し て 形成 せら る ベ べし 。 

AFL ES 6 FE AU SIR LIL BSL BLD 
(<DENBA T A¢ OG) BE BE (= BR) UC (Sc LL By DI ALS A EAR Ee PRI 
せら れ , 二 上 火山 及び BAT EO—BBC BETS BK RSA HBR ISK A 
eg ee) Le RR Ce 
12 BARD ’ し て 廃 明 せら れ た の り 。 

WN GREA ES SR) > GEM EB OH SP BOER “22 1 2 (S 
件 は れ た る も の に し て , 果して 上 記 何 れ の 成因 に 属す る か を HRS IB 
め 9 諸 資料 を 弧 括 する に 次 の 如 し 。 

(1) DLE | (SABLA IZAIKO SEH Es Die 7 L, fEA 2s > ORR 2 


1) IRISH 7”) Cid PBL ORME & FAL Lee 0, WK CHRERT, 


Wi FE eee 4 121 


|” ぁゃ の あり 。 稀 に 淫 石 を 附 着 せる も の ある も 割 然 た る 境界 を 以 て 相 接し , 
雨 部 は 決し て 連 績 的 な ら ず 。 ; 
(2) WIRED 4 Olé & AYRE LEME BL, PUREE bo 2g 
EIR < 6 
(3) BBld¢k + AMAR GURY 2 L, ABBE k 甚だ 多量 に 存 
FHS}, PEM Is MeB SL EM Le HUT 石英 は 大 概 融 
BME MES a を inversion の 形跡 を 存 す 。 ; 


(4) BBO BAIA AL WD :  RBER UO RRR db Oo FREER 
(SEY > REEMA BS At ad, ZAC Lb ERR [dE ee & 
& SO HERE ER (= (Sw TA OL SHAE DD 9 

C5) AHO OARS BO DR 42 16 Lo FEC HS 富み GE 
2 BT OMI HO CHUB OMS HEP BEPT IBS CERF AY RIIK RR AK dO 
ARR EOKO, COMPAL SH AO Gh 9B ih BSE O o 

(6) HE EES DBS NE CME SP EO DEHB I HE UT 
ODI PTAS IS BETES 6, MAA OM Bea LIF LS AR DANS eAHT 0, 

C7) APM MOBBA S ROIS L 6, PURER Ze tee a, 黒雲 
Eh, SaREE AG, BER ORARIEO BEE £ OMS 0 RRS ean e 6S (oats 
FF oC OMDORBA Sammelkristallization ( k O BEY o 

Y LOWE & ORES 5 CAAOEREE 8 RAT SSP IM 
Yt 2 OBER BPMRERU BIGHELE BORO. BD SAUNA Law 
3 HEPR OVER Ze SALI L, BANAT CExotic xenolith) な る ぶし と の 
Broth, B&O Lo 

BU THA Lee AMAT 7s SU K Oar, 如何 な る BRECKER RE 
te ADOPIIS EES o PPMP (sk Wollastonite 或 は 族長 石 等 の 如き 


1) F. Rinne, Die Kristalle als Vorbilder, 2 u, 3 Auflage,113~115, 1922. 
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Geta Cows vREPRA SUD) Le 
Lo 人 然るに 一 方 に は 多量 の 石英 を 含む も , こ は その 構造 並 に HERE OBS 
CHAD PO) BETES SY & PBT S 22D o A i (SEE 
TELA BU CHER Bo MBEEORICIC 42 uidh 7 HIN OI 
We 42 73 OB = ACI SEE BAD EG Le SE ORME GS» OSL 
kO, iim Abo 4 MOAT Ctub akibkee & HOH 
BG れ た る も の と 参る る を 得 べ 6 
。 過 般 の 燥 可 に 於 て 上 昇 し 米 れ る 大 紅 は 通路 に 党 れ る 上 記 水 成 岩 を 破壊 岳 
HEL 2, fH) & 7 < BREAD TE be ae OT2 Oo WIS TAS BR CHER 
時 間 を 保持 せら る ゝ に 至ら ざめ し た め , AHP MMI IE 2G る ゝ OiE2 
DO LIED > 内 供 か に TAO 一 部 に 迷 融 現象 は 起 0 た 9 し が 大 部 分 は 
PUN) BREE Ze S20 12 REC, RIGO & s 運ば れ , 念 々 岩 此 が 淫 石 と し て 
WHE GBS Pl OMAR (SEC RO Ae & UCP Gtr SuSS 
Lc 
lay 2 eke SAL te POU & PRC RO ZT ORI % IIA 


SELON LORD Ci KT SLB DMM SAKE ED 28 PRB KOT 


成 生 せる も る もの に あら ざる な り 。 BAI Ge Oe 
Mont. Pelée に 於 て 認め , JEG Day 及び Allen HLELL AEE IHET L000°C 
以下 の 加熱 に よめ 棄 存 岩 PEO ATES Ss OO & iH 
Oo 

CB Ke Ze AS ZS POMS (SHE OS EB CY OFF (SR 
ROWRSWESHAO, CIELAB UTVGAO 浸入 せる に あら ざる こと は 
MAREE O ROM L SHES ZeRS So CL OBRBIC WSC (k SG 

1) 加藤 武夫 RR ATR, 第 62 BE 46, 明治 41 年 。 


2) A. L. Day and E. T. Allen, The volcanic activity and hot springs of 
Lassen Peak, Pub, Carnegie Inst. Wash., No. 360, 49~53, 1925- 


Hig, BE Be ee, | 193C19) 


| FALSE DIAS B FET LOBENY ILE OBE BLT O 

RS (TUN OKA 2 75S ET MS > OBEN Ze BE ER OD fa (k 
ws Of 5 D> & FH HAL EWR TS 2 BABE EEA LETS <, 主として thermo- 
metamorphism (CERI 0 BE{A 37 BR < AUBARN GHEE, RAR RRROUE MEHR 
Bi 72 AE Oo PRIS BEE i i (S BE fe SS 28 る Sammelkristalliza- 
tion DiiR his DGB 2 BO KYB te RS Be eee 0 

Bef (< ble Hey 22 PERE LAE O Tid EE IS PRIS CS CBS D 
(ATU P< (SEE A eA L CHUM T&S Ss BOAR 0 
COARSE BAAOLMMER AT SPALERD ge28 BARBIE 
た る 573'C 以上 に 加熱 せら れ た る を 譜 す る も の な り 。 一 方 この 石英 は 未だ 
Be eee ee 
る 870C 以上 に は 加熱 せら れ ざ め り LED SMS LO. 然るに 落 に 注意 すべ 
きこ と は 同人 党 態 跡 に 於 ける 轄 移 作用 は 層 鈍 型 CSluggish type) (LBL, He 
SH HE (SRD CREB ZK SRT, た と へ tridymite の 生成 を 見 ざ の し ょ と て 必 
し も 900°C 以上 に は 達し 得 ダ ざめ り し 譜 明 と 言 ふ べから ず 。 Mire & ARIE 
て 兵 獲 物 の 温度 は 900°C MEO DEB NACERM ETS Le 

AEM ach O BEBE BEB PS EO MPI. & 0 CULAR 
せら れ た る が 如く BAOMBENINE Nels CERO PEA (HSCS 900°C 附近 に 
WADED EMS GHEY, CHERISH KSEE TIM 

FO) WAC FRD 4e Hi ~ DUO IMIS 900°C 前 後 な り し な る べく , CORE 
用 る 恋路 同 温 度 附 近 に 於 て 行 は れ た る も の と 推 視 する を 得 べ し 。( 完 ) 


1) TE DUE, 岩石 確 塊 確 床 笛 , 第 39, 10 一 11, 昭和 5 年 。 
Tie, LE, BARKS, 634, 309~313, 昭和 5 年 。 
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BRE BSA OMB 
* 的 性 質 に 土 す る 潟 度 の 影 


ae+t 可 見 弘 一 


目 K 
言 2 RRA 3 Mee 4 Bae BE 
5. SHE 6 APRICD OYARERE 7. 結論 


1. # 言 
敷 種 の 臨 基 性 岩石 を 1350'C (RLS EO, Him‘ O 1050°C 
SEO UME ISO & PADMC, MUZE, RA AER, ARIK BIS O SAREE 
DB 2 tT, 其 等 の 物理 化 由 的 性 質 の 間 の HMR WD TSC beter 
BVA CHAR BE Ave 
28 & 試料 
AWE LIES b Old 5 MOL A OREM IC に し て , 基 等 の 岩石 の 肉眼 
的 並 に 題 微 鏡 的 観 祭 の 結果 を 簡 志 に 記載 すれ ば 次 の 如 Lo 
玄武 岩 (ANG aE, FB GR, DORA, Deh SALE ROSE 
に し て , BAEC (SUB ORR A, FG OTL, EO REI OW 
SRE AREA as SU AMEE, TRE, DEAK HE, Dealt 
MEG RUS ORAS UT, BAEC SIGE ORE A ERG O PARI at 
DPE DO 。 
Gazi TAR AG Esc aE, RR EBOR, HEC BEA OWI 
的 斑 曲 あり , BILLER, RHE RO REED O 。 
Baas ALBLRN A, ithe eB, FLD RAD 0, 斑 唱 は 
BORA, H2Eb (= (SERA, BE RU RERIED 9 。 
AR RS SiN EMCN EE, Tike Um, Ei (id PSA 


= ee 
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及び 長石 な の 。 , 
従来 逆 素 され た る これ ら 各 産地 の 岩石 (SHEE UT A を 除く う Ot 
DMB SCI KO. (第 一 表 ) 


第 = R 
to 析 R 
is II Til IV 
. SiO, 49.29 56.39 53.01 35.66 
AloO3 ‘= 18.49 15.72 14.73 11.97 
FeO 2.38 4.85 33 5.19 
FeO 6.77 3.42 9.42 9.69 
MgO 6.09 7.46 4.97 8.35 
CaO 8.14 7.46 9.09 14.39 
Na,O 3.93 0.99 2.09 3.65 
K,0 1.79 136 0.44 1.89 
H20 0.88 2.10 1.22 4.04 
TiO, 22a ee 1.03 3.74 
P205 浪 跡 | ーー 0.11 1.37 
MnO 0.22 0.45 0.3 0.30 
Wil 2 -eohceo: SAN 9 oboe O04 ee ee 
Total 100.20 100.60 99.83, 100.24 


I {ULAR ELA «HAR NLE IEE HACER, 赤 岡 純一 —¥f, 地 
BEM a FS 2648. 57 Ho 

Il Ake eRiithe Swat ALM ao POR, Se 
WARE 

IIT BK BRE HY a a A Ro IESE ARR, 
Hy Em 第 24 A, 第 469 ko 

IV FRR BBN ER ALINE WAR, HR He oR 17 伏 , 
436 H, 484 頁 ( 明 治 4344); W184, 33 ACR 44 年 ); 
S. Kézu, Iddings’ Igneous Rocks, Vol, II p. 615; 1913 


LURES <PES fe Oe oo — 7 — BER ANN JI 01350 
°C CIR BCR, ROUTER LULZ EDIE Oo ARAMS THEM 

Sp ies LIGA EFAS & PREG BOR 2 6 BOBS UT, LO SHBDEREERME 
CHAS 0 RUSE 12 USB fe LF LU ¢ PIE J 2 32.0 A ee TO 
te AMPEG BIS RIE A 2 PRES DL EAHA E BHD CHO © 


~ 
ss 
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ma 8 ft i 
UPR ISIE-R PFO 2 Oa ERVEB 2 GEL, LO MAEM. PE) 


第 YL AUMO MAPS. BAA, — | 
CAs cate, wom ce 
Ae eet | 比較 物 と し て 石英 粉末 入れ 。 
Senupe= = oauee 


BAT O) Haag tc (SB ET AOR 


} 
2 
; 
“| 
e 流 計 や 連結 し て , 温度 を 上 昇 し 
2 of |  » BUNSEN AES 
234 | る 温度 を 同時 に 測定 し 得る も の 
‘fae ‘ な り 。 加 熱 速 度 は 3 分 に 10°C の 
‘ea 0: HEI O 6 
‘eit 1 ERA REM OA ree 
me (も の を 粉末 に し ,72 メッ シュ の 
os 44 師 を 通 過 せ し あたる も の な り 。 
bo HERRERA L, 1B 
上 EO ul | | 度 と 検 流 計 の 設 取 敷 と の 開 係 を 
oH CEP TT Nes 表 は す 。 最上 部 に 示す 曲線 は 


o 


chal 
RS a 
Ie RA Bay te ea HR LEGA 0. SHRI CR 


BS AILEOMMETE b < FAL, RO 6 MILDER SLDEYVo 
1. #1700 C~750°C KPA SB BA 
2. #7 750°C~800°C IK PST B WMH 
3. 約 800°C~850°C KPT B BAA 
4. 約 1000°C~1050°C 1K PT B BAK 
5. #J1100°C~1150°C 1K HA B YA 
6. ae C~1250°C IC PT B BH 
1H UREA Vik ARADO AIS #7 1200°C~1250°C IZ HAU B BERBER LE 
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BRK 0. | : 
HANA BAC BES 4 I= #9 1000°C~1050°C 及び 約 1200°C~1250°C に 
aan SC BEAVBME d © nut 
| 線 と 一 致す る は 興味 ある 
3 CERO 
2 1100°C 以 上 の 温度 に 於 
FB ANB O BEA Uc 
2 ,2 著しく 複雑 に し て , fa 
"| g bo Reed 52 aes 
f £12105 HAS 1050°CD. 
- 00 -FOsBME IL BET SA 
f 1 SIRE 
0 C<REN = RC, THE 
oe 】 |「 上 を 容 気 中 , 酸素 及び 窒素 
< le fal al ae | | mie gees 
- ete “Pass に て 行 ひ た る 結果 を 示す 


0 200 400 600 800 ‘i000 1200 も の な り 0。 各 曲 線 を 比較 
TEMPERATURE IN °C 

空手 SEK, SER DL USURIB IC 3 3 1 Re ONE 

RG BH te ET HS に て よく 一 致し 唯 窒素 

WIMP ICH SEOs Aldi E B20, #1 700°C~750°C (IHU ERB 

BUD GT. MRA IO M Lik 6 FUSES 700~800'C な る を 以 

て , WAI sO) —FRALER も 其 等 の 温度 に 於 て 酸化 作用 を 受け BS UE TF 
ふも の な らん か 。 

BA tt 36 AD Bl = 
AA rh (= CES BREN FL cm3 の 大 さき に 切断 し , 共 れ を 種々 な る 
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HENS 1 OFAN L, Th DCA LIE BS } OWE IC UL BARE IC 閣 奈 
200 HOR E O sR LDS 6D EMES EDO > SHI 分 類 す れ ば , 
WA ER O BFAG ES NAC SL, RE, 元 村 産 及び RES 後者 に 局 
So PoALie b Heve AS 5 VALE OT ENS BT OER ARS も 


第 = Ge 


試料 | 
PREC | THRESH TA RUA 


au ee 
SOE) shh o nba HERA C2 Bie 


300°C! ” | ” 


BAe EL, ree OWES 。 
WUBLIC CBT 8 IC INTE 0.03~0.05 
830°C ” mm ORR th KATES > MAT 
ForneCMPreeRiit lL, Awe 
pers JRA tS LV ze V 


850°C » 前 者 に た 比 し 結晶 の ORE « Z Lo 


HOMES (1% 大 に し て 下 閣 借 少 
900°C » 7 Yo fit Lah: eae 他 形 に し 
i Sg OMe IL, 特に 表 
te oy | 面 に 多 CBEST 6 
| SRR Had 830°C OY OKILLAT 
PERE CSR TD o Rav し ども 分 解 し 
950°C : CHUM £5: LAE な る Wae 
生じ , 酸化 鐵 を 分 離 を る i a 
Ts ae 認 む る と と 能 は 


Epis TEM BICES Holes 0.5 
atmomnee- icc, BOL LAMB als 0. 
LO00° CUES % iC tka “C feb te S| IC CARE 1S BHRO GIR GL ROR 
FER OE Fb VY, 或 は 不 規則 な る 珍 を な し , ARATE 
Jo See eae 
A | (=| B 

-o BSCS HEY’ LTR Peer ere rere 
100°C CHES RII ee | FALE ML CORI EIR BUtT ARH 0 


も 
v 


の に し て , 第 三 賠 に は その 題 微 鏡 的 特質 を 例示 せり 。 
この 表 に て 明か な る が 如く 玄武 洞 産 と 視 清 産 と は 著しく 相違 し , 玄武 洞 
産 は 950°C まで は 熱 虚 理 せ ざ ぎる も の と BA SMB <, 1000°C に て 始め て で 
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BRD 


B. €1000°C) 


x PPA 


TES CE a eA Be Aly & 830°C 及び 
1000°CKC 1 AEN Le Sb D » BARE Se 


N75 Bah Fetes oS 
れ に 反 し て 靖 浦 産 は 830 

に て 球 題 誇 結 品 を 析出 
L, 950°C に て で 分解 し 始 
め , 次 に 1000°C に て 結束 
Aki 2M BRUT 
1000C に て 生ずる 玄武 油 
BARRO Oaht & wha 
に 於 け Sie Ritkiida と 
a 
詳 か に 決定 する こと を 得 
ざる な り 。 

BUYSME 2 HST Mh 
(Aled) & Seven y ees 
の 結果 (第 二 表 ) と を 比較 

Z ART BES WS TEP 
Aisan 3 Ohi RRO . 
析出 する 温度 は 各々 約 
800°C~850°C ILIA UG 6 HE 
FUR O'#I 1000°C~1050°C 
(CRU SAMA ST te 

玄武 洞 産 に HET UE 
Sik BEV) AE Oma & AM 
WEEE 72 BASS Hh t (S 
“EES AE 0. RE 
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8 WEIL BET (kL  ABAPRIS ES EK, Siem EL WRIA t OM 
的 頃 化 を 示す 曲線 の 類似 より , & ORME (SI —O RIA SER S 
べから ず 。 吉 に 玄武 洞 産 も 剤 清 産 と 同様 に 基 等 の 温度 に 於 て 各々 球 題 区 及 
び 結 束 短 結晶 と 同一 な る 超 題 微 鏡 的 極め て 徹 細 な る 井 子 を 生ずる も の な る 
、 ベ べし 。 CRG) 


| 
Ra 


4b a5 se Sw BOLSaKs 
mo + UR OR 國 勝 
mS NK KR HB 
EER BROP 34 貢 中 の 第 一 表 を 以 て MEIER BDF 新 噴出 岩 の 
BRAS, 其 の 後 の 研 究 利 々 進捗 する に 従 ひ , 第 二酸化 鐵 及 び 禁 土 と 
の 比 量 に 誤差 ある 可 き を 認め た め 。 由 て 更に 之 等 の 分 析 を 行 ひ た る に , 第 


B = 表 
1. 11. is. EE | IV. 
RAVAN 7 |) | a Bia 

AG #0 4 |B #6 昭和 4 | 昭和 6 昭和 6 昭和 4 | 昭 和 6 昭和 4 昭和 6 昭和 4 昭和 6 

年 7 月 年 1 月 年 月 年 1 月 年 1 月 年 7 月 年 1 月 年 7 月 年 1 月 年 7 月 | 年 1 月 
SiO。 62.12| 62.07| 61.47| 61.34| 61.41| 61.56] 61.40| 59.96! 59.91| 59.01| 59.06 
Al。Os3| 12.16| 15.35| 12.15|15.44| 15.42| 12.55| 15.70] 12.68| 15.82| 13.40| 16.48 
FeOg3| 5.83 2.64) 5.93 2.64 264 5.87) 2.72| 5.93) 2.79| 5.91| 2.83 
FeO 4.98] 4.97| 4.91] 4.91] 4.93] 5.06] 5.08] 5.28) 5.30] 5.09) 5.09 
MgO DISSE Sovak Ie Bpis) 95 oe eee 2.34) 2.75) ----- 2.97| seee RA 
CaO BAG essed Gi6Q) ssn: 6.70) 6.35] +--+. 6.96) «++: Teas 
Nas20 M66 479| el errors DE es A De BRR 
Ks20 Ge 1.08) --ees2] cree teers OM 0,64| wet: 
H20 0 Sacodee 02540 0 oe --= ==> 0.29) «++. 0.30) sss 0.40) «+++ 
TiO. 0.66) .-.-.- 0.49] ee: 0.72). -0s0s 0.81| ee O34 teers 
P.O; OL Oks) sees 0,03 ieee beer 0.04) esse RS O02) eae 
MnQ UE hacia TN guna ienee 8 Gr Uilieessee (O06 (OSN 


total |100.45| …… 100.84 ee 100.07] +--+ 99.99] .-..+ 99.39| a 


‘vemene td distal 


oe 論 及 ME OO 18127) 


\ 


Dano RR OWNERS L.EHORLOUME 
に 相 異 ある を 認め ゅ ため 。 そ の MOKA FER, Fs SCS: に 就き て 


第 = R 
Teens EE) rere oe Ming. oe ee 
SiO. 62.12 | 61.47 | 6136 | 59.96 | 59.01 “i 
Al203 NE RN 
Feg03 - 2.64 2.64 2.72 2.79 2.83 Ke 
ro 4.98 4.91 5.06 5.28 5.09 . 
MgO 2.33 235 275, 2.97 1.98 ¥ 
|) CaO | 6.49 6.60 6.35 | 6.96 7.57 
| Na.O | 4.66 4.79 3.95 4.03 4.95 
| K20 0.64 1.08 1.13 1.01 0.64 
H20 0.55 0.54 0.29 0.30 0.40 
TiO. 0.66 0.49 0.72 0.81 | 0.38 
P50; 0.03 0.03 0.04 tr, 0.02 
MnO tr tr tr 0. 06 0.08 
total 100. 45 | 100.84 | 100.07 99.99 99.39 


1. PH Hein ge, Zo Weave 
Tl, 浮 石 , 赤井 川 浮 石 流入 木 分 析 ) 

Ia. 白色 多孔 質 の 部 分 , EAA LGA 分析 ) 
Illb. 淡 灰 色 統 蜜 の 部 分 , 隅田 夏 項 上 C 瀬 戸 分 析 リ 
IV. MBAR, Br VEN WEA 分析) 


も Be FTO, 前 回 の 結果 と 比較 する に , FOE RS BIB SBE RUBIES MC 
SAK, RIZE MOO LEAMA IS BORIC KOTRSAETS 


ae Be HE Gk 


F5IF EBB Aa) O fh ae He ai 4) 
Met m 根 勝利 


8. Si-O MAORMRICHT 
(e) 三次 元 的 な Si-O 網目 構造 BLSiOMMBOAMY 1h Dimes t J 
有る され た と せ ば ,O 原子 の 原子 信 は 完全 に 満足 され , SSCA UTIONR 
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FHOT, COMME SIO, に な る な らん 。 W. H. Bragg Gibbs 太 

\ 1) nee 2) Bones 
Wyckoff は 4-2 B-Quartz OMRERO Tridymite 及 Cristobalite の 高温 型 の 
finite ze DEE Oo CEO REILILT Si 原子 の 周り の O lt ¥- DU GRRE 


seot+ 
S-—+—-f 

on \ C 
a © : 

if 2 

t 

¢ 

7 


CADP-Quart, OMA CW. 1. Bragg 及 Gibbs) < の 構造 は 
AHO BLU BR SLOKLTLHOR FABRIC CHL, 下 
方 の 原子 は 淡 線 に て 示せ り 。 6 較 針 四面 体 群 より な る 環 が 存在 し , 
LEOBIT SiO UBRELORK CHEV, と の 環 を 完成 すし む 
SAD, 中央 の SiO, HOMO FHCMET SFA As 
DBRS CH SAL SYM TNEMA LTE REORE MARCH 
へー ざる さか ら ず も 。 

(Zé) Analcite CNaAiSi,,O ,H,,O)'f DESK 0 TAT K © te F PU Ie 6 
IME, COPRIL, Si 及 Al 原子 の 周り の 夢 針 四面 体形 の な す 
BREASTS SiO, HALA HE SHG L L-CHERS S CTayloD。 


ょ より め 構 成 さ れ , 上 輝 の 様 に し て 各 O 原子 を 共有 せ 0 。 Quartz は 規則 正しき 
BES OMS 5 6 HE OILAIO 第 一 に し て 且つ 最も 著 し き 一 の 例 な 
9。 W. H. Bragg 及 Gibbs は Si A FORBES AARON ZO 


1) (%-Quartz). R. E. Gibbs, Pr. Roy. Soc. A. 110; 443, 1926. CB-Quartz.) W. 
H. Bragg and R. E. Gibbs, Pr. Roy. Soc. CA) 109, 405) 1925. R. W. 
G. Wyckoff, Am. J. Sci. 11; 62, 1926. 

2) CB-Tridy mite). R. E. Gibbs, Pr. Roy. Soc. A. 113) 251: 1926. 

3) (B-Cristobalite). R. W. G. Wyckoff,Am. J. Sci. 9) 448) 1925. 


Built 
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AC 2 ERATED 2D EL, Gibbs は Tridymite 4A ROM MRR O 
HLS 4 LIE LT LIMOS LTO SiO, の 型 の 中 に は Beryl 中 
ORO) 様 に 6 WUE Oke が 存在 する こと は ETE AOR HAS LV. 
Tridymite % Cristobalite の 高温 型 は 第 19 園 に 示さ れ た る が 如き 連鎖 六 
回 性 環 よ り 構 成 さ る 。 各 層 の 四面 幡 は 交互 に 上 下 に 向 へ る 如く 想像 され ざ 
る べから ず , HOC OF (SBI ISHO O 原子 に より て 連鎖 さる 。 Tridymite 
& Cristobalite は 六方 及 立 方 の 最 密 充 幸 に 類似 せる 方 法 に て 互 の 頂 嘆 を 大 
面 に 位置 きせ て 構成 さる 。 LOuartz HNC TRC OLS IC Ete Be 
Fo COMBS A 20 fal Pio a され , NEPEROBIS Si と O と を 結合 する 
原子 偵 標 (bonds) LDR TH SHED 

AU eC omnes SALTS S Ultramarine 及び Zeolite Analcite KARO る が 如き 
構造 は Si の 一 部 が Al に て 置換 され , (Si, ADIT 4 OOH 1 He 
る 如き 四面 角 群 の Sio, ROME LAN SC EIS OSLO CO 
意味 に て , SKIN AS B Si-O HON HED EAB EES © CHE 
し じ し 得 べし 。 Analcite KRUSZEO AL と Si の 比 が 大 な る Zeolite 中 に 

て は この 構造 は 褒 ほ 密接 に SiO, 様 構造 に 近似 せ ざ る べから ず 。 Zeolite 分 
FX DB KH Ave 


‘Thomsonite Na, Al,Si,0,°2 1/2 H, 6) 
Natrolite Na, Al, SigOiy° 2 H,O 
Analcite Na, Al, Si,O% 2H,0 
Heulandite CaAl,Si,O,° 5 HO 
Mordenite CaAl, SiOz" 6 2/3 H,O 


EEMBMEMEME CP ICSL GS SS 6 WUMPEORMS Ultramarine 及び Analcite の 連 
PAU RR Im BATHS 4% AISo Ultramarine 及び Analcite の 構造 中 に て 
は 共に 六 回 性 環 及 四 回 性 環 が 存在 し 得る 。 第 16 彫 は Jaeger の 研 完 
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Ultramarine Hei Ok P OFx, 第 21 tall Analcite 構造 中 の 四 回 及 六 回 
HERR Ze ASE Oo 更に Schiebold の 研究 せる 長 右 構造 中 に は 四面 角 群 の 四 回 
PERE A Oo MOD HHS & OS. TH EOBUB—-ORCBT S8O& UCM 
せる こと は EAA OEIC 見 の れ ど も , 自然 に 存在 する insist 2 
括 す る 上 に は よき 助 と な る な り 。 PLAT MBA ILTO Silica 型 ) Beryl, 
Amphibole, Ultramarine, Zeolite Analcite 中 に 褒め 4 8 Ole LTS S 
AS Mica の 構造 中 に も 存在 する な らん 。 

長石 の 構造 に 降 す る Machtschki の 論文 は 既に 引用 せる と ころ な る も , 更 
に また 培 酸 堅 構造 を 各 型 に 分 類する こと に つき て る も 彼 の 文献 を 引用 し て 彼 
の 方 法 に 依ら ざる べから ず , 彼 は 次 の 如く 分 類 せ 0, 即ち 

TESERREHY COrthotypus) BILL 4S SiO, 群 の 存在 を その 特徴 と し , 彼 
は その 例 と し て Olivine 及 Monticellite 2#OT 9 © 

— {REPRE CMetatypus) 2 ORENBME ED I(t 隅 を 共有 し て 連鎖 せ 
る 中 面 鯉 が SiO。 の 鎖 あ な し て ある と 参 へ た 0 り , され ば O & SiD 
HS 3B 1 DANS ALO 0 ZISRO MRO BBR MED TERT ER 
と Warren と に より て Diopside IRF ES SC be ABC 
LOo 

RAW Zid blame 6 tute SDM < EBAVU TREO =A TCAD 
と れる も の な り 。 

大 後 械 多 の 結晶 構造 が 分 析 せ られ た る を 以 て 現在 に 於 て は 更に 詳細 に 分 
類 し 得る ろ が 如 て .。 之 は 振 張 され た る Machtschki WCB Oo 恐らく 彼 の 
Hi~T2 S$ . © TEAS SEK SESE BO RICH BER & © te BPH Ae SEIU 
さる べから ざる が だ が 如 し 。 更に また 多く の self contained Hf, H— SiO, BE 
DRICRHIE S Oe BEL 5 tui Oo BO EME Machatschki (SEEN 

1) F. Machtschki, op. cit. 
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HY OO SDE OC WEG O REO SCIAP IY 2 Bite 

る が な , HRS ORAM OD RIC KO TEOILS CS & BW SRO’ 

を 弧 括 すれ ば Si-O TEORHCH 4 AY BER Si-O HUI BR Lb GB 
BtBENT, CRM USSR ANU, REC ERRRLE V6 


第 = Be 
ie RH (Si0,,)4- 
Self-contained Group. (Si,0,)®~, GSi,g0g 587) (Si,0,.)8 Sig," 
PR kK sio (SiI0,)2- CSi0,,)8- 
層状 Si-O Gy, OE OS 
斑 酸 様 綱目 構造 GSi, AD O, な る 比 を 有する 8 


© 原子 の 構成 する 四面 簡 群 中 に て Al が Si を 置換 する 度 敷 が 大 と な れ ば 
を 等 の 群 が 或 程度 迄 互 に 合同 する に 至る , その 境界 を 割 す る こと は 至難 な 
D6 ] 

9. 斑 酸 壇 中 の 原子 間 距 離 及 結晶 構造 に 及ぼ すそ の 影響 

FEMUR IIHS ALM, BED — ROH CH CIS FD SE SILSA 
FEAR KS ORCA ADU < HESS LB EGS ECADRAOEMSE 
ALAN OIE Mee HM BEI LTE LS bk 25 EO COIR FEAMI DT A 
OD (Se AT L, Si, Al, B, Be, 太 Ti の 如き 原子 は O 原子 の 構成 する 4 回 或 
(S6H AFB Ic Z ORFOIES HIE 2% vETE US BE LHS CO LELI に 存在 te 

言 は ゞ ヾ その他 の 人 金属 原子 は その 群 や 引き は な さん と する が だ が 如 し , 人 金 局 原子 
t OF FE OH UD FBBES CORA T ee E Lo ttn PICU 4S : 
WF DRED TEESE < と は 貧者 が 1920 年 に 提唱 せる と ころ な め 。 


1) W. L. Bragg, Phil. Mag. 40. 169, 1920. ibid 2, 258, 1926. 
J. Wasastjerna, Soc, Fenn, Comm, 1, 38) 1923. 
V. M. Goldschmidt, Geochemische Verteilungsgesetze der Elemente, Pt. 
VII, Oslo 1926. 
L, Pauling, J. Am. Chem. Soc. 49) 765) 1927- 
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Wasastjerna は 原子 構造 に 調和 する 如く 険 イ オル と 陽 ィ オン と の 間 の 距離 
FH UCR ORCE RIEL 0, CEM OWEILTOREA # EOS T 
は 小 に 失 し 従 つ て 陽 イ # > に つき て は 過大 な りき ) 叉 Goldschmidt (SAF 
な る 看 類 を 普 く 調査 し て 1 te PED He RCD BRC FORME 
順序 つけ 更に 満足 すべ き 基 礎 の 上 に MOSK KE Oo Pauling は この 問 
古 を 理論 的 に 慮 理 せ 0 の 。 

Si 或 は Al の 如き 原子 を 周り て 他 の 原子 の つく れる 群 中 に この る > op 
FE OPE I= AN fa] 25 6 OER RF 2 IDS SS DUS PRED TRRES 4 BS 


第 = ite 
A 単位 に て 表せ る 原子 間 貴 離 
| 結 x, Si it O-O 原子 dO 原子 
he ee O ee (B15 (iH) (最小 値 ) 
| if 
6-Cristobalite SO sve DO 2p Ns fase sien 
6-Quartz Si—O 162 DMA LT っ 
Diopside Si--O 1.6L 2.61 2.48 
Beryl Si Om nas 2.57 2.54 
Beryl Be=OF Weis 2.82 2.54 
Sillimanite Al—O ¥% 17 EN 
a 回 Re 
Beryl Al—O 1.94 210 2.52 
and TIO F105 2.76 2.50 


DH BEls] A PwUSSP HEL AH ILOWF & UTM SHED &eP¥YAS a 
DANG る 特有 の 距離 の み を 表 と せり 。 BAR は 粗 種 の 結晶 に PCIE: 
が 充分 の 正確 さ て 配 位 せる 時 の 距離 を 奥 ふ る も の な り 。 

斑 酸 較 中 に し ば し ば 現れ る これ 以外 の 距離 は 次 表 の 如 Lo 

第 ut Ed 
| Fe" _O | 202 | Na —oO | 230 | 


Me So | 210 || ca>-o-°| 2.49 
| Fe =O} | a4 | Kk -Q | 265 


Mn” —O 2.24 


ZA ORRREIS Goldschmidt OYUN 44 + LAE L Beg 彼 の 奥 へ 


評 im 及 RE & 137683) 


た る , ACHE 6 の 場合 の 値 は 炊 の 如 し 。 


Teg WS NS 15.039 Mo" N070 
Be” 0.34 |C” | 181 |Fe",Fe"| 0.83,0.67 
oO” 132 2b K: | 1.83 Zne 1.83 
F’ 133 4,Ca* | 1,06 (Rb: 1.49 
Na’ 0.98 See O08 SS | ee 
Mg” Gee irr 0.64 (Zr 0.87 
Al” O7..\ Cr 4.80.64 “Bat | 1.43 
Goldschmidt に よれ ば , 44 > PFEOFISLACILE 4 の 場合 は 6 減少 し , 
Peleg Des: 3 大 増大 す と 。 


oe (2 Cie & Es ORT BES OF FP DIO ZS drv7e Oo ZI 
常に 27 A の 内 外 な り 。 HLOMES Si の 周り の 同様 の 四面 角 群 の 主要 
部 を 構成 する と せ ば , それ は 2.5 A に 減少 する こと も ある だし 。 

Si ¢ KHROK 8 OL 1A1G 4 4 > に 結合 され ざる O_O 原子 は , し ば し ば 
2.8 A REIS 2.9 A の 距離 を 保 て り 。 然 ら ざる 時 O 原子 は 常に 27 A の 中 心 
間 距 離 に て 近接 の O 原子 に て 園 続 さ る 。 こ の 目 離 が 一 定 な る こと は SERB 
HEE OM LE MHZ 0 

O~O の 距離 が 常に 約 2.7 A な る こと を , 筑 者 は 複雑 な % FERRIS pati 2 Ine 
初 に 決定 する に 党 り て 用 ひ た め り 。 若 し 直 委 2.7 A な る 4 MORD WHO 
形 に 結合 され た め り と せ ば , その 群 の 中 心 よ め 各 OO 原子 の 中 心 迄 の 距離 は 
1-650A 78.9 0 HUGO D/A MOI rH 7% EE TS ORBMEE 1-91 A な め 。 
ZR OWME 2 LAOH 5 ILS BO E HELLER Si の 周り の 4 


ユニ © 原子 群 , Al の 周り の 60O IR FFAS & RFELEERO 4 回 或 は 六 回 群 な る ぁ る か 


heen 


OM < HIS SRA} Be MF (SMBH HH 6S, TIME 6 Peal FREER A ak 
tBo FHMC BRS SiRLOW OO OUMLFIES MARS FFCHERAE 
t%~ Ritz 0 So 結晶 構造 の 構成 に 常 9 て は , O 原子 は 2 或 は それ 以上 上 


1) 筆者 の 1921 SIC BN BRITE ROWE BNE VY, その 談 は Wasast- 
jema に より て 指摘 そちら した 9 

2) W. L. Bragg and J.West, Pr. Roy. Soc. 114 450) 1927- 
W, L. Bragg, Pr Roy. Inst, 121, 1927; 
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OS TARO — Wr HM SP 6 SO So O 原子 中 心 間 の 距離 の 一 定 
な る こと は 所 奥 の 群 の 一 原子 以上 が 次 の 群 の 一 部 を 構成 し 得る 如く な らし 
む , SKIS OL FO 2 fhakls 3 個 さ へ も 近隣 の 群 と 結合 し て 共有 され た 
Be RABID IE kh ean ee 
HLT DL AD RRO AGEN LAG Do COMMIT 6 し 
きも の に は あら ず , ANS MRA OMBS SiO, OAMWO 分 析 に 用 ひ た 
Os k7o We Hu Bragg は 
B-Quartz 構造 の 種々 の 大 る 
(SBD HHBHED K 3 OA 
に 開 係 する こと を 示せ りり 。 
理 酸 皿 中 に て は 多く の 著 通 
の 金 局 原 子 が O 原 子 正 多面 
HOW 2A EBL LES 
こと な くし て それ 等 OF F 


Be 及 Si の 周り の 40 原子 . Al の 


周り の 60O 原 子 の 密売 填 和 群 は を の 右 - 34 fp) 7B 2a 
側 た 別々 に 示さ きる 。 雄 側 に は それ 筆 Of 8G 9 78S 4 O7AD 
BLORFORAK LY Chie b KIS 2 O Brage OER ISEE 
れ て , Beryl,BegAloSigOiy HEE 

構成 する を 示せ り 。 ABEB A OF es (et 


れ た り 9。 第 22 lal COMER 2B O, TOBE TIE Si, Be K ALO! 0 
DIES RETEST 22, ZEKE UT Beryl BEM A BEBO 0 。 

KIA BFS O BER DBE S hr 同一 群 に 属 せ ざる 0O 原子 も 赤 そ の 原子 中 
AMPREIS 2-7 A TOL LRH BS. MADRICE BR Si 原子 が 如何 な る 方 法 
に て 配置 され る に せよ , O 原子 は 直利 2.7 & の 球 の 結合 せる も の と 湖 へ 得 

る な る べし 。2.7 A な る 特有 の 0O.O 間 距 離 以外 に 何 物 も 優 定 する こと な < 
Hi < SIRO, 複雑 な ぁ 配 位 を 有する 化合 物 が 分 析 さ きれ た る 叶 に 於 て る も, 上 記 
DAS & § BEARER EAAIE DFE $8 EY 0 。 


a a a: a 鉄 " 139035) 


ia) 


aK 


JUBA 3 tuts SMBS O 原子 が 最 密 充填 を な せる と 才 へ 得る 譜 擦 


72S SHENAE O So MA MIS NTR BIS IES BOP DI SBMS 


SiR Fe Rute Lis PUBS 六 回 群 の 連 績 的 径 合 な り 。 若 し O 原子 が 立 


方 最 密 充 幸 な り と せ ば , TO BALES F(L—P 9-89 A に て その 中 に ARE 


SU 20. PUAPRBEM AE, 2 原子 を 念 む 六方 格子 ば = 


2.7A, c=4-41A な る 大 さ を 有 す 。 後者 は その 大 さ a=4.41 A, D=4-684 
c=2.70iA に し て 4 原子 を 含む 釣 方 格子 よし て 表し 得る な る べし 。 


これ ら 各 型 の 最 密 売 幸 の 何れ に 於 て も 結晶 構造 中 の 各 0O© 原子 の 占め 得 


BAMOME 13.9 13 な の 。 | 
O 原子 は 高 屈 折 性 な る を 以 て (Wasastjerna) これ 等 の Oo 原子 の み に て も 


最低 1-7 OTB CAFO MACH SNS EO LMOM IRB 


配置 を な せる に あら ざる や を 知る 探査 と し て , BIT FOKS, ORF OH 
tS PHO RG Re ARES RIL OBIT AR AT 0 
FatOR(SMTOM SHBEOR? Boo RANT “CO” (Sat Re RTC, 


ay 


“WH” は 六方 最 密 充 填 を , “DH.” は Topaz (fF do SMS BND RBI 


報 型 意味 せり の 。 ’ 
COR ATHA Et XEROTIC bO CAR S Ni. MARE OR LS 
FILE ORG TU A RPEMTMCZIO Bie k O も 一 般 に AZO KIC UT, よ 


第 n 表 
O 原子 の 体積 Mit A 

in A3 (Na) 
C. H. 9g HRS 12.94 wal 
H. Beryllium Oxide 13.62 1.726 
H, Alumina, AlgO3 14.05 1.768 
C. Spinel, MgAl204 16.30 L72 
H, Chrysoberyl, BeAl204 14.18 1749 
C, Cyanite, AlgSiOs 15.05 1.720 
C, Staurolite, Fe(OH), Al,SigOw 15.1 1.72 
D. H. Topaz, CAICF. OH )2SiO0 4) 14.25 1.61 


F と OO は 等 し と 老 へ て 計算 せり 。 
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OROMBERAD. COMBAT OREM ¢ (LAKE 4B AS) 
(LIME US OTOH SEMI E L, TRIBES x 線 反 
(LIL TO OF DRIES 4 MS HALF (Structure factor) PAE OL 

Sx=-+= 面 鏡 及 四面 盤 知 の 間 に 金 
属 原子 が 如何 様 に 詰め ら 
る る と も , それ 等 の 金 局 
原子 の 横 る 如き OFF 
面 が 必ず 存在 し , それ よ 
0 OX BRIS IM (SBE TSR 
ENSEYV. COR BE 


UBF XO SSRN CE) tan . 
‘ Cyanite の 単位 格子 ( 右 ) 明 す る に 二 つ の 例 を 以 つ 
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この 方 法 に て 最初 に 研究 せる 複雑 な る 結 曲 は Chrysoberyl, BeAl2O』 な 
りき , この 結晶 は 更に Olivine 及 Chondrodite HIBS SFH WAT Oo 
Mg 原子 は 余り 大 な る 劉 め 八 面 角 群 を 歪 ま し むる に 非 れ ば その 間 に 話 む 
ns 28, ci ERA MEOM Rt snsTo 

こも か ゝ わら ず , その 結 散 構造 模型 に て は Chrysoberyl ¢ HES S BPR IK 
あり Chrysoberyl OFA HLAAT ik Be Al。O。 の 4 分 子 を 合 み て , 六方 最 
FERN 76 L, 16 0O 原子 を 含む 格子 に 殆 ん ど 精 密 に 該 常 せ 0 。 

oa ; |» | 2 Ax UF 1 Ualic#8 CT Be が Si 

547, | © ALD Mg CME GH, 

"| FOKS2 OMTFORETEM 
(OHMS MS Sirk CUE, BeAl,O, 構造 に 該 洛 する に 至る べし 。 

三 和 斜 結 井 Cyanite は O 原子 が 立方 最 窓 充填 を な せる , BHA B-BHEO 


Wh ryl 


4.42A a 9.304 
ty 8 Fé til 


4.41 9.36 


1) Op. cit. 


7 mk Mm 141037). 


SEO) EAL S AUT BRE ORT BAS OEE SAA O. 20M F- 
を 含む 格子 は ご ET OMA HRA OMB %e Me LT, 殆 ん と 精密 に Cyanite 
格子 の 形 を と れ 0 り 。 F523 TS ATE F & BAAS T&D 聞 の 開 係 を 表す 如 
くせ る Cyanite 喋 位 格子 の ,O 原子 の の る み 面 心 格 子 の 一 部 分 を 示せ り め り 。 
eM FEM ET ST £ BBO Cyanite BAST & ORK GE 


だ 0 


4 (Al,SiO,) を 含む 立方 最 蜜 充 填 を な す 理 想 冥 位 格子 , 
Cyanite 単位 格子 20 0 原子 を 含み , 原 子 間 距 離 =2.7A 
A000)/o4 a=7.14A Ze 09 
b=7.72 8=101¢2’ b=7.64 8=100°53’ 
c=9.56 y¥=105°44 1/9’ c=5.40 y=105°38’ 


#§ L Cyanite DAtd Dt ORE 2 2 FILTH F- Oia MMA と せ ば その 
POS Kida SS (SC OUD T ORIEN ERR L SRA FOR 
ONO MB AVE LIBEL RRM & © 28 5 COREE BMY Bere BFW Lo 

Hi < TED OFEAREB HE OAD ie PICHRK CHK Savi SC b%e [BEER 
FEO RAAHE] Ze Dam BCP IRA Oo LELOR LIC ktuUsAMAOSER 
FO) tp O) O LRF-ORSRRIS 14.43 な る 極小 値 よ のり も 著しく 大 な る こと を 示 
せめ の 。 凡 て の Oo 原子 の 位置 知ら ば XMIMELERAG L754, され ば 
SEPRER REE ICRI S OA Ome BE SSL OME UTOAL OW 
FIERA O. CT OBUSLIE A WOBH & ORMBE SEO. CONES 
SE PPPS ARTES. — AIC PEL Ze Zo OL, PRIS BO ORF IRS CHIE 
HORA DARE (Open typ) KS LOM West と 筆者 に よる も 
DEMO, BAC CHER Str SRBC SK ED OLE ODE 
見 せら れ た 0。 斉 人 の 研究 の 基礎 は 密売 境 を な せる 四面 鏡 及 八 面 鏡 妖 に の 
め 9, これ は 或 る 場合 に は 最 窓 充填 の 秋 合 を 形成 する 如く 連鎖 せり 。 


1) W. L. Bragg and J. West. Pr. Roy. Soc. 114450; 1927- 


192088) 2 Om tn OK OB 


Na, Ca 及 K OMSAES 1 4 - PORE が 結晶 構造 中 に 含ま る る 時 
= ORFS THE UC ZO F (SASHA RGAE TBE S BBN 
ば Diopside に て は Ca は 80O 原 子 に 園 続 さ る れ ど も , THEO O 原子 は 
立方 角 の 隅 に は な さく, また 等 距離 に も あら ず 。 

JLCOSERBEBICAS TU, O 原子 は 最も 多 敷 に し て 生 つ 成分 原子 中 に て 最 
KEEAD SOMO o © DARREL OD ARDEA? Fe] RAY HR NK Be ETB SKIS 
CR TBR EA ET s O 原子 が 最 密 充 培 群 の 一 部 を 形成 する と も , 或 は He 
造 中 に 最も 近接 せる 位置 を し る と も , その 間隔 は 常に 約 27 A KO. t 
れ 鼓 に この 特有 の 間隔 は 常に 措 位 格子 の 大 さ の 中 に よく 現 る 。 審 位 格 子 の 
WOR SDBIL27 A, 即ち ORF ORE EK SMS SAHRA CT tre 
9, 何と な れ ば , CavlSHHA EREAREBHE IE RE LYE SRULEO0 LO 
RED 二 倍 54 A (SEA BEF O— OOH E LTH So Pyroxene K 
Amphibole "t= °C (2325800 MPGSAO WOR 3 & UCTHHE L, Rear S 
れ た 0 (52 A), Z & DAWO HMBC lk —AO LAT DTEAE L, BE O 原子 
は この 下面 上 に 横 め , その 他 は THEO REMO PAC ABE LC TEAS 
か く の 如 き 場 合 に は c M(SBTAZT O (Andalusite に て 5-56 A, Staurolite 
に て 5-64 A, Sillimanite に て 5-74 A, Olivine に て 5.98A な め )。 新 らしき 
結 唱 構造 を 分 析 す る に 営 り て 約 5.4 A の 軸 の 存在 する 時 その 構造 中 に は そ 
。 の 方 向 に O 原 子 が 一 直線 上 に 存在 する こと の 大 骨 の 指示 と な る な り 。 殆 ん 
ど 何 れ の 場合 に 於 て も , 座間 群 中 に 大 な る O_O 〇 原子 を 詰め る こと は 線 分 本 
(BO CHR LS. AAS, Beryl 中 に て は 0O 原子 が その 容 間 群 の 要 
、 求 を 満足 する 如く 配 位 する 方 法 は 只 一 つ あ る の みな り 。 ル て の 球 酸 忠 構 造 
の 大 さき は OUR TROPA 7x SEND EBS KO TSH S to, 一 般 に 結 唱 
構造 は その 大 さ を 以 て 表し 得る と 言 ふ も 過言 に は あら ざる だ し 。 


を 
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MAR teas 


1334, ARSES | Yay b cRT | 
Th ie ORE 0 
HEC SEARARSENE RIC FRR TEM BEC 
KCEREDNES LOY. AHH IS | 
2318 XEcon. Geol.'25, 758,1930 (UE a) 
1335, Descloizite 7 Mottramite 
OM BA Bit BAHE Diefenbach, A. 
先 づ Descloizite-Olivenite-Libenthenite 
group KBF SZRORMORKE Wm | | 
に し , RIC Otavi WHONFTFY 2 TK 
1c [OS Bey & PIC ELT 
DesccloiziteCPb, Cu, Zn) O-V,0,H,O | 
Mottramile(Pb, Cu)O'V ,C "2H, O 
EH L, Hb OF MBA 及び 題 微 鏡 
Hyabae & WA 2% Y oC(Inaug. Diss., Leipzig 
1930) CHEER) 
1336. KAROALA SAMOA Aa 
AUBHSE = Fackert, H. W. 

FPR ARBTE を 研究 し , そら iat 
Mi LEE, Hi hh Ks WARK び ‘ae BRIC 
US, RIK E OPPS HO [KW & FE LT, 正信 
HWKOMK BASE 確かめ, また この 

IK k BMP OMIM. T FES Vo 
CInaug.-Diss. Freiburg. 1930) (UR2B 43 J 
1337, MAREK YT IHRE ORE IE 
RET ARH 1358 ZAR. 

1338, ABROBMRAORFR TNR 


光 を DB AIC IL Cae 
| 線 色 部 に た ー つ , 青色 部 に 一 つら の MeKR E 


Rinne, F, 


‘& 143009) 


AME % BL 3 ERIC EL © PUB Be] 2 
16 eM OR LC % OUR FAA OME FAR 


せり リ 。 (Natur u. Museum, 289, 1930) 
CHES i) 
1339, kB ORMMORBIK £ 
OMBHIS DET Peters, H. 

HE aE OEP IC CIR BR EET 
IX THI FRA F SAE Red glow の 生ずる を 
認め , 酸素 及び その 他 DB DEB ik HE 


要 な る 原因 た に は あら ざる を 知れ り 。 こ と ば 


Wood OB HL Rr ospe ec, TOMAR 
Ve aor 


有する 連 績 スネ スペ マク トル ん な る と と を 知り , 
HOO XV OPAERL GT VM 


| 落し 約 70 時 間 陰 極 線 を 投射 する 時 は , と 


DA MAL HM EV. Zt FRO 
SiO, #2 Allotropic 7 BAREIC tr 3 73 
%zY XL lacinokeretic と 命 吉 し 赤 
RI & RI SWF ORME & erythrokeretic 
と 呼べ り 。 (Phy. Rev., 36, 1631~35. 
1930) Crate 3 
1340, 立方 Karborund の 結晶 構造 
Brackken, H. 

等 軸 Karborund を Debye-Scherrer 法 


及 | に て 研究 せる 結果 その 時 位 格子 の 大 さ は 


a ョ =ー4.348 土 0.005 A と な り 面 心 立方 格子 な 
る を 知れ リ 。 Lave REBAR AROV 


| を 示せ り 。 各 網 下面 よ り の X 線 反 射 の 渡 


度 を 計算 と 比較 する に , COPA Ott 
OPl~t SMM ZnS 構造 を 有する こと と 
の 正しき を 知れ り 。o(Z. X., TH 
1930) 【 高 根 ] 

1341, Danburite CaBz,Si2eOs Dun- 


572~573 


る 水晶 


wh 


19440) 52 


ie ; 


bar, C., Machatschki, F. 
Danburit Ca B。Si。0。 の 結 品 構造 を 所 
if Bragg の 精 堆 測定 法 に より て 研究 せ 
Yo この 千晶 の 巣 位 格子 は a=8.75 A 
p==8:01 A. c=7.72A に て 4 分 子 を 含み , 
USRIREIA V, i 2 C2 の 何れ か な れ 
ども ・ Piezoelectricity の 試験 の 結果 が 吉 
定 的 な り し 事 よ ょ り 眞 の 空間 群 は V, % 
り と 決定 さき され た り 。 こ と の 結晶 中 の Si LO 
と の 上 比 は 4:1 な る に も か ゝ わら ず Si-O 
四面 体 群 は Oo 原子 一 っ を 共有 し て Si。O。 
群 を 形成 し その 四面 体 群 は 多少 の 歪 を 受 
け て 不 規 則 な る 四面 体 を な し の の 原子 間 環 
離 は 夫々 異 れ る 値 を と れ り ,B 原子 も B。 
O, RFEIEKL Ca を 続 る 0 OHUALS 
大 な る 中 離 と な れ り 。 各 原子 の 座標 を 残 
BFRYE VY CZ. X., 76, 183~146,1930) 
(高根 

1342, «ROBT 6 BRI OST 
Novak, J. | 

特別 の 装置 を 用 ひ て 天然 産 硫黄 の 結 品 
2 CS, £8 (C,Hz), 0 & 92 OK 
CHE? SRPKME= 7 ABELTAL 
PARED VU, MEK a- wie & 触 像 そし 
め て 光 像 を 求め て g- 硫 黄 は HHURO 
disphenoidal class に 族 す る と と を 知れ り 。 
(CZ.X. 76, 169~171, 1930) Carte) 
1343, 本 邦 産 ペン トナ イト 重宗 亮一 。 

山形 抄 南 村山 郡 地 方 に 産 す る 特種 粘土 
は ベン トチ イト な る を 認め, その 特異 な 
STEARIC RS HAS VY ABRAIL SiO, 
58-79 Al20. 14:37, Fe,0,299: CaO 
0-70, MgO 1-28 K,O=0.76, Na,O 3-42 
IAPFAGR 17-06 計 99-27% LT, yest 


は アル カリ 性 を 時 し , PH=8.94% 0 5 
PEL LD CHER DRA IC RIEF BRAD 
SOME, 比重 , NAR OBE & Ae Y 
VEOH EAD RO BRA OEIC k Y 
CHIN th V, ICM Ft HLBE & yk 
少 す る の 特性 あり 。 Kv br 4 bow 
REVEAL IC RPE hak IC ISS WE Io PE 
Fb BRS Lb, WHA PEIN EET te U ORK IC 
NY bb OCT LAE BON 
き 用 途 に 就き 述べ た を り 。( 東 京 工業 試験 所 
報告 , 25, 1~36, 昭和 5 年 う 〔 吉 木 〕 
1341. DRL ROLAICHT fi 
BEI 0 

と の 地域 は 主 と し て 古生代 石灰 岩層 部 
UIC LABS EU 成り て , HE x I AEBS 
BORNE S. CORRMHBOR MK 
層 は U6 BAER EO, Ki Fom 
SF & OP_L URINE © HEE AS T D Je 
作用 た に た ょ っ て 機 成 され た る も の と 考 へ ら 
る 。 岩 種 は BAMA, 砂岩 RELY 
成り , 匂 質 千 板 岩 は 紀 杜 石 を 含有 し , 黒 鈴 
Bite t DCC OBB HATCH & ASL 
て 基 中 に 介在 す 。 な に ほ 著 者 は 黒鉛 の 品質 
BRIM YY AE IL AD IC BET FMS V CRN EEO 
eB iw 13, 318~324, 1931C 中 野 〕 
1345, Sask AHH137428 8A. 
1346, “Zircon Pyroxenes” 及び 

“Zircon Pectolite” @({bEBx 
Zachariasen, W. H. 

Layenite, Wohlerite, Hiortdahlite % 
Rosenbuschite © 如き Zr SABI, 
Brégger OPHRMOKHE Te SHIAIC & HIE 
4 SAIC BLABAGIC & Pyroxene RU 
Pectolite に 密接 た 開 係 する 者 に て , Kit 


抄 


ss 145¢415 


前 三 者 を Zr-Pyroxne., Rosenbuschite を 
Zr-Pectolite. & HHAt V RABE Hb OF 
析 よ り Brégger OH~ he SEB K SHE 
の Isomorphous substitution の 知識 を 以 
CHHRIZEERME 7 な る も ゃ の に し て , 一 
ARIK IZ R,Si,X CR=Ca, Na, Mn, Fe, 
Mg, Zr, Nb,. Ta, Ti.; X=O, OH, F.) と 
KHESW(, Rid R,Si,O, CO, OH, 
F) の 方 更に 可 な り 。 か く 《 く て 凡 て の Cation 
は その 分 子 の 1 の 組成 を 形成 すべ し 。 

此 の 新 化 由 式 ょ より 知ら る る WM, bk 
DAG & Pyroxene Lid Pectolite と の 
PI (2 EES AB BIL EXE 2, Zr-Pyr. 
ML Zr-Pect. OHlIAKEK LCH MBF 
の 密接 な 相似 赤 望 まれ ず 。 然 れ 共 結 品 
航 開 係 の 存する 事 は , 酸素 の HL) one 
或 る 結 品 構造 上 の 共通 を 暗示 する も ゃ の な 
Yo (Norsk Geol. Tidss. 9, 216~218; 
1930) (EFA) 

1347, 南 阿 Jagersfontein 産 ク ロー 
LESH O’Daniel, H. 

Zlk Blue Ground の ARB IK Pt 
Ad SAH OME K UCT ABER 
《 o SSPAC10): BATTC110) 92°48’ 

eens Gar C001) 279° "7" 
分 析 ; Si0,53-53, Al,0。130 Cr, On 
1:96; FeO 2.10; CaO 22.96, MgO17.88 %. 
RAC DER) a=1.6722, P=1.6847, Y= 
1-7015» CZ. f..X., 75, 575, 1980)C_EH) 


BABRAKUE 


1348,? ARB BORA ERR Shand 
Sy. 
PAI GHERAT AY BOKACH 


する Daly ROAR SEEM OF 2 
mac 何等 の Rte OL ews, HK 
me UCSAiemMbos 171 ヶ所 の アル 
カリ 岩 産 地 の 中 95% XE AAIRBOL ¢ 
BER SWHK LC Hhest Hh AKA 
同化 作用 の WERE S490 15 7H KR 
ぶ と な す 。 次 に 著者 は Harker, Evans 
WEEDS NUD IB RARL A 


LZOHK TX AIKESSHRORA 


ELTHAM EVES SB, SHERA ABO 
RA KH Clk -—t UTCMHT SO 
(, MEZEIC Bowen HOS Ps (ARRIC 
{AS S BM do ZIP RRB RT 
SAS tr SBOP CRT OBB 2 3 
る も の な り と 之 れ を 潤し , 最 後に 今日 理 
GORE LES 6 Daly KOMVIM 
Kite Lk eis (Geol Mag.,67, 415~ 
427, 1930) (加藤 
1349, Central Berwickshire の 四 
っ の Felstone HA Irving, J. 
Scotland Berwickshire の Duns HJ 
の 西方 約 3 WO thik -Dirringston 
Great Law (高き 1309 WO, Dirrington 
Little Law (1191) Blacksmill HillC905); 
Kyleshill (933) あり て , 2EMWOORA 
は Old Red Sandstone age PBARE 
BoE) HOLAARL OAML, | 
題 微 鏡 的 , LBA OM R 2H aA 
KA RAREALS 事 明 か と な り , Ho 
WHAT DIV Ome MEK ZLAT 
ルカ リ 岩 に し て , そ の 2 ノルム より る BH 
AOMs BELSvARA LAT oe 
か な り , 病 し て 本 岩 は 附近 の Eildon Hill 
OBAK £ (RM LIES ( Ait 


é 


146(42) ci 


な らん , i 2Elk Upper Old Red Sandstone 
Conglomerate 中 に HA® 3 OREO HA 
it) | 最後 の Kyleshill の 岩石 は 長石 
RERIC LC RMWACHRSE &, WHO 
開 係 不明 に し て , BAREIS Hiede な る 
MFR > SER 7 VY oCGeol. Mag., 57, 529~ 
541, 1930) CHA I ( 
1350, S2RARAARAMB Esko- 
la, P., Sahlstein, G. 

東部 Finland, Kiihtelysvaara Oe 
AWRACARGABA, FEA, MN RRA 
に し て , Seihit fa IN A, AEA Katapleiite 
2, MBABRU=ZFIYY EVRY, RAD 
RE LC HEAKBE HA leptite に 甚だ し く 
RWS . BHR Tr HIBCT, 
B FHlINa,O+K,O>A1,0, + Fe, 0, 
それ BGR O WP SeEE MI (2 BERR び 
Katapleiite BRP IK 存在 す 。 BE Fld 
BHOMsweo HKe el, 多 色 性 明 
か に し て , メ =1.676, B=1-700 Y=1-731 は 
Migge の 測り た る 値 と ょ く 一 致す 。 更 
に 角 際 石 の 分 析 を 示し , この Aaa B 
Aa t Seana t ORD RRA 
UTABOS Bo « x VRS, 本 
岩 は Tit ARO PAK ARE bk 
« Sweden の Nora Kiirr Syenite Ose 
Dip LAWS cH its, (Extrait 
des Comptes Rendus de la Socjeté 
g€ologique de Finland, 3, 1~12. 1930) 
CHEF ) 
1351, Uganda の Bufumbira 火 山 岩 
Simmons, W. C. 

Uganda 地域 に は 三 っ の 主 火山 Muha- 
vura, Mgahinga, Sabinyo 及 34. 個 の 小 火 


$f 


M49 OD BAe Combe 氏 は 旋 
KL, £2EORAAECAMAE BAT «9 
と の 中 Sabinyo は 最 古 の 火山 に た し て 燈 岩 
Vit L CHA A RS IC LC IK RR 
AMAR VY. RM Mgahinga MAGE A 
KA OER 2 Sana 2 US BENE 
に し て , Muhavura MAMEASOR Ka 
AUK 4 DIN Be Vo Uganda の と の 
D220 FAW OFLR UAL RIK Ud EBL OD 
PAHS VC, 4 OHLX IL Mabungo, 
Kisozi, Bitare, Muko, Mukuyu 等 の 燈 岩 
に し て , 2H MLO AMERY 
Wak) Ald Jota, HORA RUA 
TA ECA BX 2 GN AE BILD 
VC ZEORAKA SARU BRAG 
有 せ ざる る も , Uganda DPRK 
Brunga WAXY HAHARARBHOK 
ME 0c, LOM Ea MPRA IC BET 


LED ARAB AI BE tS BREA 


To ARIA IA HURL FER 2 Sak 
HOS CCRT, MES 初め の Tp 
な れ ど る も , 一 般 に は MEAT oO KIC HY 
灰 長 石 が 第 一 に 起り , AMAL % その 間際 
EF SHAH), RAL SEVRAWS 
ROUGE AP ORAS ( OG 
Meal, < OARA © faze= AKA 
一 般 に 形 小 に し て , 中 心 部 に 叉 は 一 っ の 


| zone &% UTA LCE BEAT oth 


HH EUS A SOD, FH > BN, EE, HE 
A WGA, BREARUY tho BEA, 白 
MARU LOR o AM, & VRS A 
な り o(Geol., Mag., 67, 491~499, 1930) 
CHA J 

1952, ABW A RET 


SFLIRPOHAB 加藤 武夫 。 

PSP A AR BN ER BE IC BST る 中 世代 末 
火成岩 活動 の 性 質 は , ALAR IK 3K 
に 極め あて 良く 《 舌 似 し , 中 世代 来 it HEL 
き 岩石 区 を 形成 そる が 如 し 。 

A OME WO HRT AMRRO hh 
Lo 1). RHWRAB AY =o DBP 
OPMIK AREA BRC LT, 上 部 £ UF 
MRK YA ARR O EY Yr 1 OM 
RUA BEN A ORS + OD kU MS MB 
BRAY AA te SRK Hk o BHO 
各 相 を 示す 。 2). SRWRBA Bit YF 
AWK HS SRE ee TF A RARREA 
BMC し て , LIRS DRAB A つ AM 
Aa BEAK BAR ARR P MN BIRD Ht © ati 
相 を 現 は し , PRAISE A KK Wo CR 
Mei), BHBIZt 件 つて FARA t 
RET. 3 DEM BAEHAT 3 ALT 
岩 質 角山 安山岩 あり 。 4). RUKH MT 
CBEST 2AM HAW ASV. LE 
(L1),2) 2 fe) UR AS AEC IC ROR 
MIA LEZSLORS WL,’ WHMBA 
am 6, 751~759) BB 5 (LA) 

1353, FeO-SiO2 三成 分 系 Herty, C. 
H., Fitterer, G. R. 

FeO (2HHHI1955°C, SiO, & © MMIC ME 
一 種 の 化合 物 2FeO. SiO, BU, 約 
1300°C に て 燈 融 す 。 こ と れ と FeO と の 間 
に は SiO。 229% IK PS CHA BH1240°C & A 
し , SiO 。-2FeO. SiO, [AIK 12 SiO, 357 
CPS CH MABI260°C BAF ALL SiO, 
約 62% UVELKE CAMO WAAR 
ICAPRED BT LPEI Greig の 示せ る 所 と 
+ 。(Ind, Eng. Chem., 21, 51~57, 1929) 


Ss 147C43) 


CER) 


1354, 三成 分 系 LisO-SiOg AHKI373 
BEAR G f 
1355, Spilitic rock に 就 て 
dius N, 


Sun- 


英國 の “ Kiruna greenstone group.” 
中 の Spilite tH CMU dant 
BANG Pose te Ait SAIC KY CRAB 
せら れ を たり リ 。 此 の 研究 の 結果 に ょ れ ば 本 
Spilite (2 BAST (< DEY © BME 2S 45 2 HD 
LMS oZez sor moet 
EBRD K PS CAMA A IK &SIPSHRE LT 
LARSOLORe LOS EMH Y © 


‘Spilite> Vita Mika SE & Rie S Bis Bi 


RAKDAHEHELDIKBRLCLRUCH 


者 の 境界 は 402%%An MeMBLET Hoc | 


Spilite は Or, Ab, An DS Arla MIE I< WS 
T Ab ICSE ( HORS BRIC BAS HSE 
る 細長 き 面 積 を 占 む る 一 種 の 岩 右 型 を な 


UV, MARAAIL Al1。0。 に 逐 し 《 FeO © 


及 TiO。 に 富む は 注意 すべ き と と に し て 
特に FeO EABKATSCLAM LO 
如く 灰 長 石 成分 た に 逐 し き Spilitic rock® 
形成 する 久 め の 結 品 作用 に 重大 な る 意味 
を 有する も の な リ 。(Geo, Mag., 67, I~ 
17.1930 う (加藤 

1356, HBR AgderDar AFA 
FASORE] Barth, Tom. 

Agder 附近 の 角 准 岩 の 起 原 に 閥 し て は 
Adams J&2* Haliburton 及び Bancroft Hb 
域 の 角 陰 岩 に 見 出し た る と 同じ 3 種 を 崇 
いる 事 を 得 。 即ち ,(1) thi a3 rchor が 
全然 基 の 中 に 漫 漬 を る 不純 石灰 質 沈 濃 辿 
CBA EAE RIE UCB 3-57 AK 


+ 


148¢44) eb 


i, (2) Eis AE Ichor OTF AIK & VAR 
4k Y RIK SH, C3) Anorthosite 中 に 
Sl 3 SEM IRR TEE Oe RE ADA © tak 
RICE Ao HBT x tr 3 BRO RA 
を 調 ぶ る に 。, 不純 石灰 岩 より BK SA 
Bola ACB HALAL, 他 の 式 に 
は 普通 角 陰 石 を 含む 事 賞 を 知る 9 Zhi 
PIC HS Ck, HERA O BEATA BW) IA 
RALAT SEBO A1,O, OUT 
FANGS ERS (AFD IUSKLS, 
SR ALE (EH OPI IK WSv> T “ Augen- 
gneiss "形成 の 間 に Al。O。 D Hey 
と な うり, BRL rt GN ICS OR 
EF Te A be CET eS RA OR 
出す る は 怪し む に 足 ちず 。(Norsk Geol. 
Tidss., 9, 219~231, 1930) CER) 


2B ik 2 


1357, 北部 Rhodesia EGR OMAIC 
RET Bateman, A. M. 

BAD 大 部 分 は RiLTRA IK LT, 酸化 
we a AE IC HF ARE TT AP RIC RES 
DOV, BAP OL Bb OPAC 
LT CHICK CRABRUECIMD V, 
linnaeite RUMI te L ZHIC LT, 
IFAS © $0 FE RU RSA ET EK 
LO OMA O Hye A & edt Le SRR 
床 の 形 駄 及 性 質 人 等 を 述べ , IK HiZ oO 5 
ちの 尊 銅 太 の 成因 を 詳 論 する も の に し て 
8 種 の 輝 銅 確 の 共生 開 係 を MHL, 2H 
の 5 うち 二 種 は superxgene に し て 他 の 6 種 
は hypogene £3. FESATK IL すべ て 
orthorhombic 7% 3%, 大 或 も の は 91°C 
以上 に て 形成 せら れ し isometric 系 統 の 


鉄 


LOKELMESLAS., MAO RANE 
(LEGG, linnacite, WHIP, BMI 2 ve 
SHOR, FESR, BESITK & AA MSATR, HW 
AE WER STA, (84 AE RSE OR, PR Tk aH I< 
し て , BRK UE Bi ae BOB IC BSL, BR 
BE RAE OSE T RICKEY LEO 
に し て , ThAss HAO ERT ea 
6495) 5 RWHROARMZ & MAR 
に 求む る も ゃ の な り と す 。 ENS Rhodesian 
Copper Belt (tiffs Katanga Copper 
Region & f)—-R KR LAO 
地質 及び RROMEELC L, Ho HA 
Mee S jinnaeite & SHAT EXS._ 
(Econ. Geol., 25, 365~418,1930)C'F 3 
1358, MERAH KY RE DH I= 
WET Lausen, C. 

著者 は Sudbury の Worthington BRI 
LUGE STRAT CISA 2 HLS 
BE L IEA: LC RARER BE SLOD 
SERMWL, CORMRICMY Tim LR 
の 種々 の 理由 た より ,unmixing より も む 
LAREAIC XU CC ORE RM 
S‘LDMBENALLES 5 即ち と の 構造 は 
EK maucherite Mii Howe & BRE 3 
AL= YT PEP OW MB dr, hoppy 
と の BABB ICA CA 見 られ ず , VR 
SAT OAM IRIS EL = 7 7 BRM IC HST (ah 
te } Fete Ln XS EO BH Sm 
形 駄 を 示し , 反 調 に と れ が maucherite 中 
ENG SL OKPETAE OME ANS I 
LC, Hite S RRO MMI E IE LC, 
H.2 0 OM ORM KL = Y + GE & BE 
TE FSLOKLT, 紅 = ッ ケ ヶ ケル Heike 
し 造 か に 僅少 の 黄銅 奏 が も Lunmixing 


ee 


抄 


Sk 199¢45) 


に ょ っ つて 形成 せら れ し ゃ の と すれ ば , と 
DRGULST EE OR = 7 7 TEE IPS ~ | 
きも の に あら ざる か と 去り リ 。 (Econ. 
Geol., 25, 256~364 1930) (PHF 
1350, ALRURRARROWA AHH 
1326 RR 
1360, 1928-5 BE aSSAFEZA Peterson, E. W. 
AP RE IC HS Bh FRA © MIS EP 
#% StL OROML, CHALRD 


(es) 名 の 含量 Bes ed 
dk HK & HE [hl] 680644) 546,649 
A> * x al 161,747] 11,220 
ooo) Xl OL645) "74.176 
me ル QS MOG secs e 
リス 56,284 
ド 4 7, 116,979) 98,256 
a ed 209,280 
4 タ y —| 84,840) 10,564 
aS OS ey ee 96.873 
ポー ラン ド 130,000) 167,815 
Pn NE 26,855 
スウ デン 14172) 5,106 
Zo aN ey age 13,549 
4 » r| 32,901)... 
ED oe 支那 Fait 
8 本 ee 19,117 
Tae wea You) L4,509|) o-. 
p= デン ¥| 13,387] 9,738 
オー スト ラリ ヤ | 150,236} 51,029 

合 計 ee 1,411,000 


(Min. Res. U. S., 1928, T; 363~421) 
CURE 8s J 
1361, Mansfeld 含 銅 頂 板 岩 中 の 金属 
分 布 Cissarz, A. 

Eisbeben 際 近 に て 垂直 距離 2cm 毎 に 
得 た る 29 標本 を 先 づ 1000°C に 焼き , そ 
れ を 奏 酸 た 深 か し て ぇ え ペ クト みた を 分析 の 結 
3; Cu, ‘Ag, Au, Zn, Cd, Y, Sn, Pb, V, 
As, Sb, Bi, Cr, Mo, Mn, Co, Ni,. Pd, 


It, Pt の 存在 を 確か め , その ら 5 ち Co, Ni, 
V, Ag, Au 等 は Cu CfPHEU, Pb RU 
Cd は Zn KPROTTH ERK H 
減 す る を 知り , そ の MAE AIC BO OYE 
IK BH J @ BRE IC FACE YG (Forts. Min. 
Kryst. Pet. 14, 229, 1929) JEP AS) 
1362, Mansfeld S3athinOZer 
ペク トル 的 研究 Cissarz, A. 

前 項 と 同一 内 容 を 一 万 精 蜜 に 旋 載 し 
挿 賠 にょ つて 訴 解 を 助 《 。 (Chemie d. 
Erde, 5, 48~75: 1930) CL 渡邊 高 〕 

1363, 1328 年 庶 世 界 各 國 クロ | Lie 
出 額 Smith, L. A. 
主 な る 産出 園 の 分 炊 の 如 し 。 CHRD 


fai] x | 1927 | 1928 
ij 2 — © » | 197,782) 199,060 
英 領 OE Be) 58,125] 未詳 
= a= Dy Pax 42,885 56,902 
a シ ャ | 19,2944 Fe 詳 
a — a 17,256 34,248 
# y xy +! 17,314) 20,953 
Hi 阿 i FR) 16,959| 31,756 
yy 7 Y | 16,609) 12,039 
Lat -AD VATS 8,757| 16678 
it Je 本 fk] 407,882) 449,000 


CHE 3 J 
1364. ボリ ビ ヤ Corocoro type Si 
FRORLAISRET Gaier, B. 

WEA KK EY CT dioritic-andesite の 
DEBS VY, ZICHOT LAS S 酸性 溶液 
(2 /BOR A & chlorides 叉 は bicarbonates 
ONE L UCHR L, 多量 の CO。, SKU As 
Cu の 存在 の た め 基 呆 に Cu の sulfides 
及び arsenides eK LEORV, 
alkali silicates? @U BH ® kaolinization 


150 €46> eb 


Sk 


は こと の CO, の 存在 に た にょ つて 更に 助長 せ 
ら る 。(Neves Jahrb. Min. Geol., Abt. 
A, Beil.-Bd. 58, 1~ 42,1928) CNS ) 


Boh i kB 


1365, Oklahoma City 油田 Charles, 
HE. 

Oklahoma City 油田 は オク ラフ ォ マ 市 
の 東南 端 に 位 し ,1982 4K BM bk 
る も の な り 。 党 油田 の 含 油 層 は Cambro- 
Ordvician-Mississipian ate. の 石灰 岩 の 厚 
層 に し て , CD ERS KREG Permian 
age 及 Pensylvania age P/HA RAS d 
も の な り 。 石油 は 断 局 にょ り て 形成 せら 
れ た る 背 斜 構造 に 腺 及 す る も の に し て , 
_48"40? Bs の 比重 を 有 す 。 Aye 
一 日 1,000~43,000 fH, FUUTHEAL 150, 
000,000 cub ft. に し て , AS RAE 14 
500,000 橋 に 推定 せら る 。 (B. Am. A. 
Petrl. Geol., 14, 1515~1534, 1930) 
1366, FABIA 高橋 純一 。 

FARO TSS AKA Be A 
PKI SAS, 未だ theory OME] eh 
する 和 宰 度 に 確立 すら れ た る ゼ せ の な し 。 筆 
者 は 油田 の 岩石 和 的 研究 及 現世 夫 積 物 の 
研究 より , 石油 原 質物 を 海底 に 堆積 し た 
oA RIC be L, A Ra を 海 成 油 母 岩 
な る さ べし と 論 ぜ り 。 但 し 海 成 油 母 岩 中 の 
kerogen は 石油 と 親子 の 開 係 な きも の な 
Yo 証し て 以上 の 如き 石油 原 質 物 の 涯 青 
化 作用 を 次 の 如く 推論 を り 。 即ち 石油 生 
成 の 機巧 は テン グラ ラー, ポト = ニー の 唱 ふ 
如き 天然 乾 鍛 等 の 熟 分 解 に た 因 る る ゃ の に あ 
ら ず し て , 海 成 油 藤 岩 の AIL & ted BAK 


iy o> ARSE FB 28 Avi AE Jet PB Te} BAL 
EADFS%OTY CMA, 37, 627~—638; 
1930) (VA) 
1367, 秋田 油田 の 地下 水 =JNREQ 
秋田 各 油 田 の 地下 水 を RRL. FOF 
ELAR E FPO ROAR BISEe VU OB 
田 水 中 特に 着 し き 現 象 は SO, 根 の 微量 な 
る 事 な り 。 こ と の 事 走 は 油田 地下 水 に 共通 
な る 性 質 に し て , 其 原 因 は ヘー フラ テル | 等 
DAR Ul & beth KK © BEAK AS 
LOK hb, BArKr+- KoORoOM 
( by eh SEAR AT SB 
の な りり 。Cl 及 Na の 多量 な る 事 賞 も WH 
田 水 の 共 消 性 た に た し て , そ の 成因 は 化石 水 
と 見 仔 得 可 き も の な り 。 RRL EKO 
Mt OW Ric hu CARAMEL OA 
WiC LU, ADM to 結果 を BGS 
る も, RERUN FH IC WS CDEP EGR UG 
COW XV AW RKO PR & te Lk we th 
fe Atko date と な し 得 可 きも ゃ の と 信 ず 。 
CWA, 37, 639~659, 1930) (AAI 
1368, db ORE Api 
AG YH ICS CRAG LO 8 } OHH 
Oh, 石狩 , BPO 3 WAY ZEST 
OWAKRICA CHRABRERAO 
MAA AL VY, CE a RON eM 
に 化石 等 ょ り 同 一 系 統 に 属す る も ゃ の に し 
CT, 其 大 部 分 は 河端 統 以後 の 沈 積 な り Oya 
端 統 の LA & BABEL L, 之 等 雨 統 問 の 
RIB TRIS > FE OB BIC RIE Sy 
な り 。 北海 道 た に 於 ける 稼 行 砂 床 部 に 石油 
IER th AISA TOR AR bh Loe 
HH Alie } Hee KL EBAT oH 
を 得 ず 。 WSHB=KO BABES 


pb 


Be 151047) 


新 層 に 限ら る ヽ ゝ も の な り 。 
646 一 679, 1930( 入 木 ] 
1369, 北海 道北 見 天 協 油 田 の 地質 石田 
ae HE 

ARS Git SCS is WL DG @ Fete Sy Je i BY 
の 詳細 な る 研究 に た し て , 特に 新 第 三 紀 上 
部 と 下部 間 に 於 ける 不 整 合 に 就き て 詳 論 
せる も の な りり 。 北 見 天 坦 産油 了 地 の 含 油 選 
の 本 体 は 該 不 整合 下 の 昧 積層 な る HU 
層 な る を 以 て , 不 整合 上 部 BS x Vem 
せら る い 含 油 構造 地 幣 に 於 て は 油田 開 組 
上 特に 留意 す 可 き 間 題 な り 。 即ち 上 下 選 
FIO HORE ATH L, BARE OD 一 致 
2X SRY. Mic HAR OMe S hh, 


(地質 , 37, 


IC Rais & Gite HAY T SE 


に し て , 細密 DIRE RT. HHO 
油層 本 係 の 首 斜 軸 は 東側 に 刻 在 する を 以 
て 稚内 層 の 軸 項 ょ り Het 245 alt, B 
頭 及 BU BA hh & BRL, SIC BIC 
HT Te Or), CWA, 37, 680~ 
706193000 7A 


Se i HD 


1370, FERROVP EY bBRICREST 
影響 Belijjankin, D. S., Klutscharoff, 


J. W. 


FUT BARD RBICHR TI Sy veh 
PRA L 泥炭 灰 と の 相互 作用 は 11L00°~ 
1200°C CPT WINE L 7 Y, 1300°C 以上 
と な る ほど 強烈 と な る 。 VEPEPRIA RUE 
RES 1k CABAL, BEM © 酸性 度 に 
FEU CAEA 7-U74 bia RU 
bt 2CaO:SiO2 を 品 出 す 。 シャ モツ 
b OAR a AEA SEA LCE 


用 を 開始 し , 灰 より は シャ モッ ト 中 に 鐵 
FRAT DVB ie So MR 
MOLE R AL BL BME L, 著 量 の ア 
ルカ リ を 含有 する に 至る を 特徴 と す 。 か 
《 く て シャ モッ ト 外 締 部 の 燈 融 黙 は 其 し く 
低下 を られ 約 1150°C 2% 0, RAMS 
結晶 質 に 化す 。 (Keram. Rundschau) 

39, 5~9, 1931 う (吉木 


1371, BHESY RFF AH 1343 
SRB i 
1372, Virginia Ree 
Burfoot, J. D. 


Virginia JN OF ABRHR IL Albermarle 
及び Nelson belt 中 に 存する Metagabbro 
J Metapyroxinite DPRUAVIC v vy ATRL 
は 不 規 則 診 を な し て URE LL, CH EOR | 
Ai DPB LENT te Yo 著者 は 本 滑 右 
BRR D WARE IC gh & Re OBE BG 
CL) WA BA & BL Mere 3 BER eT 
を 以 て , その 成 生 た は 必ず し ゃ も differen- 
を 必要 と せ ず 。 (2) FAK 
Sy XY SL CHR BLP ULB BL REI 
PS CHR? STE 6, CONRAIL XX 
VXZ=K PUVCCBe Ua Wea icex 
は 温度 , V EEA, Z は 液 の 成分 及 性 質 に 
LT, K iP © RAVE Te OY 9 BED 
BAA Eo RD Ma IRE OBE IC 
DhreeEL( BUBRSK 拘ら ず , 本 式 は 
依然 滑石 生成 た 潤 足 な る 條 件 を RATS S 
を 意味 せり 。K (LIS BRETT AS IC WSC Bete 
3 ZeV COMA  b SF Ccon.Geol., 
25, 805~826, 193005 AN) 

1373, 三成 分 系 Li2gO-SiOg Kracek, 
BiG; 


tial stress 


15248) 抄 


8k 


Li HRMOMEA TDI 及 ア ル 
ヵ リ 土 金 属 両 系 の 化合 物 の 中 間 性 を 有 し 
週 期 律 表 中 特種 の 位置 た あり 。 ア ル ヵ リ 
は 高 圭 酸 安 定 化合 物 disilicate を 作る に 
反し , ア ルカ リ 土 金属 は metasilicate 及 
orthosilicate を 作る 性 質 あ り 。 エ Li は 賞 に 
CHEOM EAH E BRI MIVA 
バラ イト の 液 相 線 は Mg より Ca KS 
ESIC S 字 形 曲線 を 浴 失 する る も, 1 系 
に 於 て は 猫 反 S 字 形 を 践 し , ア ルカ ヵ カリ の 
iA tA Y . HHL LIO, OABE 
BEC fe Pt-Capsul "PICK & BPA L, 
加熱 曲線 法 及 APEOMA & 併用 し て 
SiO, 100~46% 間 の 平衡 開 係 を 研究 せり 
基 結 果 談 の 三 化合 物 を 得 た リ 。 Li,SiO, 
は 1255°C に 於 て incongluertly に 燈 融 
し , Li, SiO, OFFABI 1201L1°C に 
LCR SRI OFewABA (SIO, 55.3.9) は 
1024°C な り 。 Li。Si。O 〇 。 の 炊事 味 は 
1033°C IC LT, ZE tridymite と の 共 融 
Bi (SiO 88.2%) は 1028°C な リ 。 各 化 
HN DHE NR D WEIL Merwin 2% 
行 リ 。 Cour. Phy. Chem., 34, 2641~ 
2650, 1930) GHAI 
1374, FAREBLRORA 石川 留 吉 。 

SSL LL CMA, 幅 目 粘土 , ダ 
AFAR — WU RWB O 4 RICH & BE 
Wh, WAR ARIA, DR OME ARV fh LIK 
就き 報告 さり 。 (<1) WMA RMA ERB 
SEK be) AL IC SC PE © FP ABE te 
すす もの に し て , Al,O, 43~58%H Vo 
C2) the Bist BEAL SE © FS = Foe 
HSA Op E aR IC TEL, Hi APH, 生 
FAR: BRK, 鳳 儀 , 能 店 等 の 各 炭 夏 に 産 し , 


KERMA IL 35~65%, その ALLO, BA 
Bit 98% AMES, (3) デイ アス ボー 


ル 確 は 鹿 人 南 道 統 起 郡 光 道 面 の 玲 岩 中 に 


ARR L, aa ue 4 bh RBA eS, 
Al, 0.3 50~ 60% ETF 0 (4) WA A ta 


羅南道 海南 部 門 内 面 及 黄山 面 に 産 し , a 


英 殖 岩 及 そ の 凝灰岩 の BAI LTE 
頭 よ り 10 尺 の 深き に 及び , FH ALO; 
は 20~25% EF. AMR WEA Diz 
Burt 3 th PVRS He tS DS OB 
AGES 13, 247~298) WA DCA 


7 Ik 
1.75) ARICEAT 5 S5tORR Tides- 


well, F. V. 

ASHE EARE BS te D HE RAT KOA 
IKICMAT SHAOMRERALES LO 
に し て , ARO RBA ITZ, Banded 
coal の 成分 炭 即 ち Vitrain, Clarain, 
Durain 及 Fusain OPI ADR RAGA HE 
i, AED LEB D, File © FE ARAB IC 
BAe Oi Re Bie VEE © MIA IK TST 
BED Fire CYS S SLMS U~KV 
CFuel, 9, 296~306, 1930 #8 54 
1376, Wattenbach の Pechglanz 
kohle ##I<#& | WAERICAT BH 
溶 割 の 影響 Staemmler, C. 

第 一 に 試料 石炭 の 元素 工業 十分 析 及 
F. Fischer 氏 に ょ る 乾 劉 分 析 を 試み , 第 
二 に 特定 の 條 件 下 に 於 て Benzol. Anilin 
及 Tetralin に て 抽出 し 抽出 炭 の タ ! を 収 
得 量 及 基 性 駄 を 測定 或 は 失 測 そり 。 基 結 
果 を 見 る に 此 試 料 の タ ! を 収 得 量 は 22. 
507K LT, 抽出 量 は 18.32% CTetralin) 


Da 


鉄 153(49) 


43.032 CAnilin) な り 。 Tetralin HN be 
- ® Anilin HIS 20.37% YU HLT 
Tetralin FHM ee, Tetralin-Anilin 抽出 
RPE Anilin HBO x 1 rv WR 
(EX *% 16-32%, 10.80% B 16.00% tz Vo 
ii LC HM EAT #1 LIC DFO xz 

TCH Ufiliv t HiPHER Paraffin KZ 
し きも ゃ の な り 。 

炊 に 著者 は Anilin Hho Be ape 
より 浴 列 を 除去 する の 困難 な る 事 よ り 深 
PPT IND 21 ve Uti Rs uC RC HER 
を 試み 大 体 Kreulen K2* Pyridin CH 
THE SHER t — OMRK Pe V, 
猫 ほ Avilin MBBS AR eH 
BARS 測定 し 基 結 果 ょ り RRS 
Anilin (CACSCERARHEIC IS CHAK L, HO 
て Anilin 抽出 物質 は 普通 の 源 青 と 異 れ 
る も の な る 事 を 推論 を せり 。 (Brennstoff- 
Chem., 11, 281~282, 1930) 鶴見 〕 
1377, ALR{bIK KS RBOMLantte, 
T. Ersamus, P. 

# AIL Eocene の Top seam より 探 取 
2 BEAL AEE ALARIME IC Knorpelkohle 
の 肉眼 的 及 MiB BR & Ae, 更に 其 
. DEB EGOR CHEK CT RH LT 

FER ERA MILT DIK CHULA 
ere RAW ORBWEAR HIE OH 
FO AVIRAE & Bp, RC FARA PICT 
Wri) Bergins 兵 DK Lorett & wink ye 
Ke, PK V ERO 成因 に HALT 
RO MNS Him BET Y o 
WIARIC XL UTA UK ORE OPEL 
BET SCDICFEXHEL, 46 O HR 
(a Fie tt OK ORIEL KS ROK 


り 。 WOM UEZLKREGKABARR — 
IPRA 3 EE IK A iE Be A 
RCAMMVILS BY GAITERS & VFB IC 
RIC Hy LAR IS RIA bo RARE 
に は Vitrain を 生ずる に 到 る る の な リ 2。 
5S iC — Bei AARC CIB bik 
SHIA IIE OEIC ERY DS LY 
AAA'P IC FES 5 AUT RAR AOG, 
細胞 膜 の Osmotic peaueability を 失 へ る 
Fe MS BE AE © FIC OS ARI AE IS 
Ekomn (TAS SHES, 植物 の 細胞 
組織 は 比較 的 完全 に 保存 そら れ 此 の 物 は 
BRED を 受け て 三次 的 に 炭 母 に 匂 化 
する も ゃ も の な り 。 (Braunkohle,29, 463, 
1930, Fuel, 9, 527~533, 1930.2C 鈴 見 
1387; W574 VERILKSBRORS 
比重 測定 Hoffmann, F. G. 

著者 は 先 づ 所 調 見 掛 比重 及 眞 比重 な る 
ai © PEN IC VAL OMREICRT it~, 
次 で 従来 の 見 掛 比 重 即ち 著者 の 提 義 に ょ 
れ ば Stuckdicht OW EHEOMB*E 
SSoMUKRM Cin C, HH の 新 測定 方 法 
BLT HERS Vo 

SHOP HEOH RAGA AIC 
パラ フイ ン を 浴 る 事 及 Verdrangs flussig- 
keit と し て 酒精 性 水 を 用 ゆる に 簡単 な 
SERENA LGORKSY) 。 其 精 確度 
2£0.2~401% te 0, 因 に 著者 は 見 技 の 
比重 を Stuckdicht & H* SCBA 
を Zellwand OE Hi & FRY Y oC Brennstoff- 
Chem., 11, 297~299) 1930) (#543 
1379, AFRO IRE CF 1 
ia) 賀 田 立 二 。 

Fae ASE It RL SL SEAL 


154@0) e AS 
BROWRBVELAT Bt) 9 BHA | OFF MiZRKRoOMLS 
regs に > aoe rae 
ee Liha EECS ME TO Boley yi 
ee canbe Diablo ei 
CAT ZI, Bre oO VHRMAK S 所 以 Arizonn, COgg.) ~~~” : 
M di, | cern er 
eee FB 2K) | NS Wales, com.) 087K10 
: に 特種 AL 4 23 Krasnojarsk, 2 
NICER OLB MRE ATS フミ ン 質 , Sibirien, CB.) 08710 
リグ = ン 用 繊維 素 を 含有 する に 基く も の | Ea J 0.95 x10" * 
な り 。 PRL EL > Hs MMR A <A miler, =o ee 
OVEAR ICI LIRUATER te Shek V OBe | | Atacama, Chile, CRD eso 
MAMA Vo MiemRMICH cia | Bendigo, Bahia.COg.)) 1.5 x 1074 
sy > x h t i Me 
PALOMA ATIC H: Let Vo MER) MAIS Wl cp) 28 x 10-4 
Spe AIS AWB HST E> Nelson 2 ~4. 
Da Ud re ECT IC UE RE IC FD BS va Kentucky, COgg.)| 26 X10 
の 多量 を 含有 せ を る に 依る を の な る べし 。 Sin Angelo, 6.4 x1074 
ARO WRIA HE LCR > FLAK Ten ga > figs 
te BALK V9 WLTMHOMEA | | Cumberland, COg.)182 *10_ 


年 炭 よ り 湊 青 炭 , HERE pe IK BS BENE Fo 
TV rhe HABE L & HE re MX (2 HE ive 
KR TRAD WBE ERD 3 (LHe 
HOY sh Mh HOB ATE ICE C Ye BAC 


BOE IL DTV . RESET CR 

10, 1~43, BAA 5 4A CHB SLD 
S#zHS 

1380, fASihOF2YSHB Ishiba- 


shi, M. 
WREKOFAYBAR EAB RAL 
せ ば , BO WE O チタ ン 含有 量 を 決 
定 そ ざる さか ら ず , この MMO 一 方 法 と 
し て 鐵 随 石 忠 の チタ ン 含 有 量 を XH 
YEIC KE VU CEM Y . BU SPAMSiderite) 
OPAL BaSOs の 粉末 と を 等 量 に 混 じ 
CLE FAY EBA YS ROWE 
極 の 素 面 に ね り ZEVWS TiK,, と 
Bal, と の 渡 度 を 比較 し て 定量 せり そ 


«a 


Rittergriin J Siderolite は 51X10~* 
gr./gr. を 含み Meteorite 1 Silicate 
GE) & BBC CRRE SB Ti の 含有 
SLC BML > Ya, CORBI CAR 
BH ATCSiderite "PO Ti BI4 3.6 107+ 
gr./gr. と な り , Noddock (1930) OF 
は 4.0 メ X10~5gr./gr. と な れ り , 叉 各 Siderite 


|] 中 の は 50:1 @ BiB IK Cc eR L, Nia 


も 40:1 ObiB IC THIEL, その 他 に R 
BR Ur 等 の 稀有 成分 を も る 含む と い へ り 。 
CCentb., A. 457~458, 19302【 高 根 ) 


MB2BBB Ais 
0,64) 4~S MARR OKE B= 
HOS MLK HOR Hh RS BR Ue ERAT & 
WBE RUG LA AB 


Yo 
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